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１　再会








　安あん藤どう由ゆ紀きは大手の食品会社に入社して五年目、社内では真面目で几帳面な仕事ぶりが評価されている中堅社員だ。

　標準的な身長に細身の体をしており、清楚で透明感のある外見から入社当時は男性社員の間で騒がれていた。しかし、誰の誘いにも乗らず浮いた噂も無いことから、男性にはあまり興味がないのだろうと思われていた。

　由紀は企画デザイン課に所属しており、主に販促用グッズの企画から作成までを担当している。

　先ほどから、十時に予定しているミーティングに使う資料を真剣な表情で作成していたのだが、画面の右下に表示されたアイコンで、社内の連絡ツールを使った同僚の佐さ藤とう泉いず美みからのメッセージに気がついた。

　『話を聞いて欲しいんだー。ランチに行こうよ』

　泉美は同期入社の女性社員の中で一番仲のいい友人だ。休日に買い物に行ったり互いの恋愛相談をする間柄なのだが、最近彼氏の行動に不満があるらしく、ランチに誘われて愚痴を聞くことが多い。

　『じゃあ、パスタランチが美味しい店にする？』

　そこは会社の近くにある小さなカフェで、可愛らしい外装のせいか女性客が多い店だ。

　『いいね』

　泉美の即答でランチの場所が決まったので、由紀は笑顔を浮かべなから、作業に戻っていった。




「ちょっと聞いてよ！」

　カフェの席に着くなり泉美の愚痴が始まった。彼氏が休日に泉美を放ったらかしにして男性の友人達と遊び、全然構ってくれないから不満が溜まっているらしい。

　シングルの由紀からすれば、彼氏がいるだけ羨ましいと思うが、当事者にしてみれば、休日に会えないなんて付き合っている意味が無いのだそうだ。

　愚痴を聞いている最中にメッセージアプリの通知音が鳴る。

（誰かしら？）

　気になって発信者を確認した由紀の思考が完全に停止してしまった。もう泉美の声は耳に入らない。心臓が早鐘を打ち、頬が赤く染まっていく。

（どうしよう……ウソ……！）

　由紀は喜びに震える手で発信者のアイコンをタップした。




　『久しぶり！　三年ぶりに日本に帰ってきた。お土産を渡したいから会えないかな？』

　幼馴染の神かみ坂さか真ま祐ひろからだった。




「ねぇ由紀、聞いてる？」

「……あっ！　ごめん。ちょっとメッセージに気を取られてたの」

「もー」

　口を尖らせてこちらを見ている泉美に、由紀は焦って送信者を伝える。

「ねえ、信じられない。真祐さんが日本に帰国したんだって」

「ええっ？」

　由紀が長い間、幼馴染の真祐に片想いをしていることを知っている泉美は目を丸くして驚いている。

「さっきのメッセージって真祐さんからだったんだ。ねえ何て？」

「お土産を渡したいから会えないかって……」

「ぎゃーっ、私の話はもう止め！　ちょっと、すぐに返事しなよ」

「う、うん」

　手が震えてメッセージを入力できない。由紀は涙目で顔を上げた。

「泉美ぃ、なんて送ったらいい？　手が震える」

「やだもう、貸しなさいよ。今日でもいいんじゃない？　ていうか、今夜会いなさい」

「え、無理。今日は可愛い服じゃないもん」

「いいから！　待ち合わせ時間を少し遅らせても今日にしなよ。ずっと会いたかったんでしょう？」

「そりゃあ会いたかったけど……」

　由紀はスマホを両手で握りしめて胸に押し当てた。真祐に会いたくない訳がない。

　幼馴染の真祐は、由紀より三歳年上の三十歳だ。大手金属メーカーの東京本社に勤務しているが、三年前の秋に英国に駐在員として赴任して、それから一度も日本には帰っていない。

　お互い実家を出てマンション住まいだったけれど、真祐が出国するまでは季節の折々に実家に帰ると必ず顔を合わせていた。

　由紀からすれば生まれた時からの付き合いになる。

　真祐に長い間恋をしている由紀だったが、会うたびに子供扱いされてこれまで告白する機会を持てないでいた。

　真祐の父は商社勤務で、真祐が三歳になるまでは海外で暮らしており、それ以降も留学して二年ほど海外で生活をしている。

　海外での生活期間は五年ほどだが、真祐はいわゆる帰国子女で、学生時代の真祐はとにかくモテていた。でも、特別な女性がいたとは聞いていない。

　就職してからも女性の噂を聞かないので、由紀は勝手に安心していたのだった。

　しかし、真祐も今年で三十歳、そろそろ結婚の話が出てもおかしくない年齢だ。

　真祐が出国する日、仕事で見送りに行けなかったことを、由紀はずっと後悔していた。

（このまま会えなくなったら死んじゃう）とか、（真祐さんに彼女ができたらどうしよう）と数日間泣いて過ごした。好きだと一度も言えずに失恋するのはあまりにも切ない。

　だから由紀は真祐が赴任先から戻ったその時には、絶対に告白をしようと心に決めていたのだった。

「今日、何時にしよう？」

　全てを泉美に相談して決めてもらおうとしている。今日の由紀に決断力は皆無だ。

「しっかりしなよ！　じゃあさ、七時の待ち合わせにして、それまでに可愛い服を買おう！　私も一緒に選ぶからさ」

「いいの？　嬉しい！　泉美ぃありがとう」

「礼なんていいから、早く返信しなよ」

「うん！」




　真祐にメッセージを無事送り、気もそぞろになりながらも仕事をこなし、終業後は泉美と一緒に人気のセレクトショップに向かった。

　そこで、泉美に勧められるままシルエットが絶妙なデート服を買い、そのまま着替えて店を出た。

　デコルテが綺麗に見えるワンピースはスタイルよく見えて、ブルベ肌に合うトーンのオフホワイトは由紀の肌色を上品に引き立ててくれる。

　靴はかろうじて洋服に合ってはいるけれど、バッグは地味な通勤用のトートだが仕方がない。

「泉美、これでいいと思う？」

「可愛い！　自信持って会いに行きなよ」

「う、うん。ありがとう」

　応援してくれる泉美と別れ、待ち合わせのコーヒーチェーン店に向かう。

　通りが見渡せる窓際の席に真祐の姿を見つけて、由紀の心臓が大きく跳ねる。濃紺のビジネススーツを着た真祐は沢山の客の中で一際目立っていた。広い肩や窓の外を眺める眼差しに大人の男性の魅力が宿り、以前にも増して素敵に感じられた。

　三年前よりも頬がシャープになって、少し痩せたように見えるけれど、それもまた魅力的に見える要素となっている。

　顔を上げた真祐がすぐに由紀に気づき手を上げる。由紀はぎこちなく手を振って急いで店に入った。入り口までやってきた真祐が笑顔で由紀の手を取る。

　普通の男性とは明らかに違う、均整のとれた真祐の体躯を目の当たりにして、由紀は今更ながら見惚れていた。

　真祐は背をかがめて由紀の視線を捉えると嬉しそうに話しかけてくる。

「由紀、久しぶり！　元気だった？」

「真祐さんお帰りなさい。……っと、出るの？」

　手を繋いだまま店の外に引っ張られて、由紀は慌ててついていく。

「レストランを予約したんだ。カジュアルフレンチなんだけど、大丈夫？」

「大丈夫だけど……なんだか悪いなぁ」

　帰国早々奢ってもらうなんて、逆にこちらが奢った方がいいような気がする。

「メシマズ国からやっと解放されたんだから付き合ってくれよ。それに、由紀とは三年ぶりの再会だから一緒に美味い飯を食べたい」

「メシマズって、そんなに？　こちらではアフタヌーンティーとか大人気よ」

　由紀の指摘を受けて、少々気まずそうに笑いながら前言を撤回する。浮ついた言葉を発したことが恥ずかしかったらしく真祐は頭を掻いているが、そんな仕草でさえも様になっている。

「ごめん、通説を言ってみた。ロンドンでは日本食も探せばあるし、フレンチやイタリアンも美味いけど……とにかく行こう！」

「はいっ」

　そろそろ離れてもいい気がする手は繋がれたまま、由紀は真祐と連れ立って歩く。

　由紀と真祐には二十センチ以上の身長差があるから、不釣り合いなカップルに見えてないかと心配になる。

（ううん、カップルなんておこがましいよね。でも、手を繋ぐなんて嬉しい）

　嬉しいが、しかし……自分の掌がじんわりと湿っているのが気になってきた。真祐はそんなことを全然気にしないで先を急ぐ。

　信号待ちで立ち止まったところで真祐がこちらに顔を向けた。ニッと口角を上げ、背を屈めて由紀の顔を覗き込む。

「なぁ由紀、焦って手を繋いだけど、俺さあ何気に手汗かいてない？」

「えっ？」

「ほら」

　そう言って手を繋いだままブラブラと揺らす。その仕草が幼稚園児みたいで、由紀は思わず吹き出した。

「繋ぐのは別にいいんだけど、その手汗って真祐さんのじゃなくて私のじゃないかな」

「そうか？」

　青になって横断歩道を渡る。その間も手は離さない。

　子供の頃もこうして一緒に歩いたなぁ……と思い出しながら、由紀は真祐と並んで歩いた。

　店に向かう間に真祐の近況を聞いたのだが、なんと帰国前にマンションを購入して引っ越しをしたそうで、由紀のマンションの最寄駅より都心寄りの隣駅に住んでいた。

　引っ越しをしてまだ数日なので荷物が片付いていないとぼやく。

「手伝おうか？　あっ、でも手伝ってくれるお友達がいるんなら遠慮するけど」

　彼女がいたら絶対に引越しの手伝いをするだろう。由紀はあざといと思ったけれど誘導尋問みたいな発言をした。しかし、真祐は屈託のない笑顔を向けてくる。

「休日にわざわざ部屋の片付けをしてくれる友達なんていないよ。由紀こそ休日はデートがあるんじゃないのか？」

「そんな相手いないよ！」

　口を尖らせて否定すると、真祐が破顔する。

「由紀が手伝いに来てくれるんなら嬉しい。後で都合のいい日を教えてよ」

「オッケー」

　目当ての店に辿り着き、自然と手が離される。少しだけ寂しさを感じながら由紀は店に入った。

　白を基調にした洒落たレストランは、由紀が全然知らない店だった。帰国して日も浅いのにこんな店を知っている真祐に驚く。席に案内され、落ち着いたところで尋ねた。

「こんな素敵な店、よく知ってたね？」

「美味い店を同僚に聞いたんだよ。アイツは遊び人だけど舌は確かだから」

「同僚？」

　一瞬女性かもしれないとドキッとしたのだが、真祐は笑顔で名を教えてくれる。

「野の島じまって男。同期なんだよ」

「……あ、なんかずっと前に真祐さんがその名前を言ってた気がする。なんだっけ……入社後の研修でスカした男がいるとか、そんな感じのこと」

「そんなこと言ったっけ？　……よく覚えてるな、記憶力すごくないか？」

「真祐さんがすごく楽しそうに言ってたから覚えていただけ」

　真祐のことは全部覚えている。同期の話をしてくれた時に、女の人の名が出るんじゃないかって怖かったから特に記憶に残っていたのだ。

　自分のそういうところが痛いってことは重々承知している。

　だから真祐にはいつもさりげない会話を心がけているのに、さっきの発言で『痛い幼馴染』のカテゴリに入れられたかもしれない。

　少々気落ちするも、再会を楽しもうと気分を切り替えた。

「由紀は酒に弱かったよな？　でもせっかくだから、少しだけ飲む？」

「はい。少しなら大丈夫」

　真祐の勧めでワインをいただくことになったが、お酒にはあまり強くないので真祐が気を使ってくれるのがありがたい。コースを予約してくれていたので、丁度いいタイミングで料理が運ばれてくる。

　アミューズを白ワインと一緒に美味しく頂く。

　きのこのポタージュスープは滋味あふれる味で大満足だったし、メインの魚料理も堪能させてもらった。フィレステーキを綺麗な所作で食べる真祐に見惚れていると、目が合い微笑み掛けられて一気に動揺する。

「なんだよ、肉を食べたいのか？」

「ちっ、違うもん」

　見惚れていたとは言えず、かといって食いしん坊だと思われるのは嫌だ。しかし、真祐は肉をカットすると、皿ごと由紀に差し出す。

「どうぞ」

　笑顔で勧められるものだから、お肉を頂くことにした。ソースは香り豊かだし、肉は柔らかくて脂が甘く感じる。咀嚼するとすぐに無くなった。

「美味しい……」

「最高だよな」

　デザートもペロリと平らげて、コーヒーを飲んでほっこりしていると、真祐がトートバッグから小さなショップバッグを出してテーブルに置いた。

「お土産、忘れたらいけないから今渡しとく」

「あっ、そうでした。ありがとう！」

　元々お土産を渡したいというメッセージで会うことになったのに、再会した喜びと食事の美味しさに土産のことをすっかり忘れていた。

　由紀は差し出されたバッグを受け取ると、濃緋色のリボンに包まれた箱を取り出し手元に置く。

「開けてみて」

　濃紺の包みを解くと同じ色の箱の中にジュエリーケースが入っていた。

　英語表記の知らない店名だったけれど老舗の風格が感じられて、ケースを開ける手が少しだけ震える。

　中には、濃紺のビロードの上に小さなチャームの付いたシンプルなゴールドチェーンがあった。

「これ……」

「ロンドン市内に宝飾関係の店が集まる通りがあるんだけど、そこの小さな店で見つけたんだ。可愛いだろう？」

「チャームは……なんだろう？　ぷっくりしたハートかな？　すごく小さくて可愛い。真祐さん、こんなに素敵なものをありがとう」

　決して派手ではないけれど、品格を感じさせる特別なアクセサリーを贈られて、由紀の頬が喜びに染まる。

　素直に気持ちを伝えると、真祐が嬉しそうに破顔する。

「由紀の喜ぶ顔を想像しながら選んだんだ。気に入ってもらえて俺も嬉しい。後で着けてあげるよ」

「はい……」

　ハートのネックレスなんて子供っぽいと思われがちだけど、これは格調高くそれでいて可愛くて、職人が時間を掛けて作り上げたものなのだと素人目にもわかる。

　大袈裟だと思われるかもしれないけれど、由紀は真祐の気持ちが嬉しくて涙目になっていた。身につけるのは後にすることにしてケースにしまう。

　コーヒーを飲んだ後、真祐が由紀の後ろに立ってネックレスをつけてくれた。

　その際に髪の毛を横に流してくれたのだが、真祐の指が肌に軽く触れ、一瞬だけゾクッと背中に震えが走った。

　ほんの数秒の出来事だったのに、それは由紀の隠れた官能を呼び覚まし、気持ちを落ち着かなくさせる。

　トイレに立った際にネックレスを装着した姿を確認すると、いつも青白く色のない頬がピンク色に染まり高揚しているみたいに見える。

　アルコールの効果もあるだろうけど、真祐が自分に与える影響力を実感してしまった。

　ネックレスも上品な輝きで胸元を引き立てて、なんだかワンランクいい女になったような錯覚をしそうだ。

　食事を終えて店を出た後、真祐に少し歩こうと言われて頷いた。由紀もこのままあっさりと別れるのは寂しいと感じていたのだ。

「色々と散財させちゃってごめんなさい。でも、会えてうれしかった。食事も美味しかったし、お土産は素敵だったし、もう最高！　ありがとう」

「そう言ってもらえると嬉しい。あのさ……」

「ん？」

　丁度、雑踏を離れて小さな公園の前に差しかかった時だった。真祐が少し思いつめたような表情で何かを言い掛けた。

「あのさ、ちょっと重めな相談があるんだけど、聞いてくれる？」

「真祐さんのことなら何でも聞くよ。言って」

「うん、ありがとう」

　真祐がボツリボツリと話し始める。

「俺さ、時々自分が普通じゃないって思う時があるんだ」

「えっ……普通じゃないって、どういうこと？」

　戸惑う由紀に真祐は微かに笑って首を振る。

「やっぱりここでは言えないな。あっ、決して道に外れることじゃないから安心して。できれば由紀に協力して欲しいことがあるんだけど、いいかな？」

「私でいい……の？」

　真祐が急に自信なさげな口調で懇願するので、由紀もなんだか心配になってきた。自分にできることならなんでもしてあげたいと思うが不安は残る。

「由紀がいい。と言うか、由紀以外の人には頼みたくないんだ」

「わかった」

「じゃあ、ちょっと場所を変えよう。確か……近くに雰囲気のいいバーがあったはずなんだけど、そこで話を聞いてくれるか？　少し遅くなっても大丈夫？」

「はい。大丈夫」

　繁華街を十分ほど歩き路地に入ると、さりげない照明の元に店があった。重厚な黒いドアを開けると、外見を見ただけでは想像もできないおしゃれな空間が広がっている。店に向かう間ずっと由紀の手は繋がれたままだったが、中に入ると手は自然と解かれた。

　カウンターの中の人物が真祐を見て一瞬驚いた表情を浮かべて頷いた。

「いらっしゃい」

「久しぶり。奥の席いい？」

「どうぞ」

　店員の案内で奥のソファー席に向かう。

　腰を掛け注文をして店員が離れると由紀は大きく息を吐いた。それに気がついた真祐が微かに笑う。

「緊張していたのか？」

「だって、真祐さんがずっと無言だったし……」

「ごめん、俺も緊張しているみたいだ。由紀を怖がらすなんて最低だな」

「そんなこと無いよ」

　そこに頼んだカクテルが運ばれてきた。

　由紀はフルーティーなカクテルで、真祐はオンザロックだ。

　大人な選択をする真祐に比べて自分は子供みたいなカクテルを選んだことで、由紀は二人の経験値の違いを見せつけられた気がした。

（こんな私で、真祐さんの悩みに応えることができるのかなぁ？）

　カクテルは爽やかな香りと軽い喉越しでとても美味しい。

　微笑み掛けると、真祐が持っていたグラスをコースターに戻した。中の氷がカランと涼しい音を立てる。

「あのさ、話してもいい？」

　由紀は慌ててグラスを置き、真祐に体ごと向き直ると力を込めて頷いた。

「はい！　私、そのためにきたんだから」

　由紀の強い意気込みに、真祐も覚悟を決めた様子で話し始めた。俯き加減で話す真祐の顔は少しだけ影を帯びて、心なしか口調も重く感じる。

「うん。俺ね、長い首の女性を見ると、齧り付きたくなるんだ」

「……えっ？」

「ロンドンではそんな衝動は起きなかったけど、日本に戻るとダメだね。黒髪から白い首筋が見えると、やっぱり『齧りたい』って思ってしまう」

　相談事は思いもよらない方向に進んでいき、真祐の告白に由紀は頭が真っ白になりかけた。滔々と話が続きそうだったので慌てて手を挙げて真祐を止める。

「真祐さん、待って！」

　由紀は恋愛経験が少ないので男性の性衝動についてはよくわからないけれど……映画のラブシーンなどで、女性の首筋にキスをする場面を見ることがある。

　それに首は性感帯だと聞く。落ち着いて考えてみると、性癖というよりも普通のことじゃないのかと考えたのだ。

「ねえ、それって……普通じゃないの？　その、男性が女性の首筋にキスをする場面を映画でもよく見るし、違う？」

「うーん。そう言われると否定はできないんだけど、ちょっとニュアンスが違うんだ」

「どう違うの？」

　真祐がグラスの酒をグイッと飲んでテーブルに置くと、ゆっくりと由紀の側ににじり寄る。

「白くて長くて細い首が好きなんだ。そう、ちょうど由紀のような首。すごく綺麗で吸い付きたくなる。……由紀、ほんの少し口付けてもいい？」

　低い声で囁かれうっとりとなりかけたが、真祐に懇願されて一気に正気に戻った。

「えっ？　ちょっと待って！」

　こんな相談事だとは思ってもいなかった。

　急に真祐にありえない要求をされて、由紀は激しく動揺していた。緊張のあまり両手をギュッと握り合わせて真祐に視線を戻せば、懇願するような表情でこちらを見つめている。

　これがただの知り合いの男性からの頼みだったら、秒で断って店を立ち去るだろう。でも、今隣にいるのは真祐だ。

　長い間恋焦がれた男性が困って相談してくれている。

　本当なら『無理です』と断った方がいいのだろうが、由紀にはできない。それに、真祐がどんなふうに自分の首にキスをするのかを知りたかった。

　真祐にキスをされる……そう考えただけで、期待と興奮に我を忘れそうになる。しかし、これはある意味人助けだ。嬉しさでドキドキするのは不謹慎だと由紀は自分を戒める。それでも、緊張して真祐におかしな念押しをしてしまう。

「あのっ、真祐さん首を吸う……の？　か、齧るのは？　ねえ、バカなことを言っているのはわかっているけど、私のこと殺さないよね？」

　由紀の必死の問い掛けに、真祐は可愛くてたまらないというように、蕩けそうな笑みを浮かべて頷いた。

「絶対に殺さない。大事な由紀を傷つけるようなことはしないと誓うよ」

　真祐にはっきりと言われると、納得して安心してきた。

　真剣な目でこちらを見つめる真祐に、由紀は少し震えながら手を差し伸べる。

「真祐さん、あの……続き、話して」







２　危うい関係








　結局、今週の土曜にまた会う約束をして、帰りは二人とも同じ電車に乗った。一駅後で降りる由紀を心配して、送ると言い出した真祐を説得して電車から降ろした。

　しかし、カクテルのアルコール度数は思ったよりも強かったみたいで、電車を降りて歩いている間に酔いが回ってきた。よろけながらマンションにたどり着く。

　由紀のマンションは広くはないけれど、セキュリティーがしっかりしているし、駅から徒歩十分と近く築年数も新しいので気に入っている。

　部屋に入り施錠をして二人掛けのソファーにドサッと倒れる。

「はーっ、ちょっと酔っちゃった」

　しばらくして、冷蔵庫からペットボトルの水を取り出し一気に半分を飲んだ。火照った体に冷水が気持ちいい。

　由紀は贈られたネックレスのチャームを指で弄びながら真祐のことを考えていた。

　三年前よりもずっと大人の色気が増した真祐に、始終ときめいてしまい気持ちがダダ漏れになりそうなのを抑えるのは大変だった。

　再会したら絶対に告白する！　なんて意気込んでいたけれど、とてもそんなことはできそうにない。

　真祐が大人すぎて、素敵すぎて、とても自分など相手にしてくれない気がしたのだ。なのに、あんな相談をされて調子が狂う。

　お酒を飲んだ勢いもあってか、こともあろうに由紀は真祐の『お願い』に頷いてしまった。おまけに、今週の土曜に真祐のマンションで、『首を齧らせる』という約束も交わした。

（私ったらなんて約束をしちゃったの？　どうしよう、今夜は興奮して眠れそうにない）

　不眠を心配していたものの、シャワーを浴びノンカフェインの紅茶を飲んで床に就くと、ものの数秒で意識を失った。

　しかし真祐がセクシーな夢に出てきたせいで目覚めた時には体が火照り、めくれたパジャマの裾から覗くお腹に乗せた手が熱くなっている。

　内容はあまり覚えていないが、裸で真祐とベッドにいる夢だったように思う。実際に彼に触れられたことは無いはずなのに、手の感触が肌に残っている気がする。

（あんな相談事をされたせいもあるけど、私ったら欲求不満なのかな？）

　由紀は恥ずかしさのあまり「キャーッ」と小さく叫ぶと、両腕で自分を抱き締めて胎児のように丸まった。




　土曜の朝、早くに目覚めて朝食を摂り、掃除や洗濯を終わらせて真祐との待ち合わせの駅に向かう。デートでもないのにお気に入りのワンピースを着たのは、少しでも真祐に可愛いと思われたいからだ。

　改札を出ると目の前の白い柱の側に真祐が立っていた。真祐はリラックスした雰囲気の長袖のカットソーに、シルエットが綺麗なアーミーカラーのパンツを履いていた。

「由紀、おはよう」

「おはよう。待たせちゃった？」

「ううん。あ、コーヒー買っていく？」

　駅ナカにあるコーヒーショップを指して真祐が言うので由紀は頷いた。テイクアウトでコーヒーを買い店を出る。

「じゃあ行こうか」

「はい」

　昨夜はすぐに眠りについたものの、また変な夢を見たせいで少々寝不足気味だ。そのせいか、段差でふらつくとさり気なく真祐に手を握られて歩道を進む。

「マンションって近いの？」

「近い。ほらあそこ」

　正面に新しいマンションがそびえ立っていて、由紀はしばし絶句する。

　タワマンではなく低層階のマンションで、とても優雅な建物に見える。

　中に入り磨き上げられた石が敷き詰められた玄関フロアを通り抜ける。エレベーターホールに入ると豪華な内装に目移りして、辺りをキョロキョロと見回していた。

　エレベーターに乗り込んで初めて声が出た。

「はぁ……すごいマンション。これを真祐さんが買ったんだね」

「リモートで何度も営業と話をして、親に内覧に行ってもらったりしてここに決めたんだ」

「そうなんだ。なんだか私、真祐さんの経済力に恐れ入っちゃった」

　そう言うと、真祐が照れたように首を振る。

「大したことないよ。入社してからずっと自社株を買い続けていたんだけど、それがかなりの金額になっていたから売って頭金にしただけ。あ、もちろんローンも組んでるよ」

「へえ……。それにしても、よく買う気になったね？」

　由紀と真祐は互いに一人っ子なので、必然的に両親の相続をするはずだ。

　ましてや真祐の実家は敷地も広く、数年前に建て替えをしているので新しい。そんな事情も含めて由紀は尋ねた。

　真祐は照れた様子で由紀の問いに答える。

「あのさ、俺もう三十だよ。そろそろ結婚を……って考えた時に、やっぱり家があった方がいいだろう？　親との同居は未来の奥さんには気の毒だろうし、それに同居したとしても将来実家を相続したらどちらかを貸すか売るってこともアリだと考えているんだよ」

「そ、そうなんだ」

　エレベーターを出て外廊下を歩きながら会話は続く。

　真祐の口から結婚というワードやしっかりと将来設計をしていることを聞かされて、由紀は激しく動揺していた。

（真祐さんが結婚したらどうしよう……私、耐えられないかも）

　マンションの部屋に導かれておずおずと中に入る。

「おじゃまします」

「ソファーに座ってて」

「う、うん」

　リビングダイニングは明るく広々としている。ダークグレーのソファーとローテーブルが設えられているがカーテンは無い。壁の側にはダンボールが重ねられており、話していた通りまだ片付いていないようだ。包みが解かれていないカーペットらしきものも転がっている。

「はいどうぞ。英国土産の残りなんだけど、コーヒーに合うと思う」

「ありがとう」

　皿に入ったクッキーを受け取り、二人でソファーに腰掛けてコーヒーを飲んだ。クッキーは程よい甘さでサクサクしているので美味しい。

　コーヒーをボーッと飲んでいると、真祐がボソッと呟く。

「あー、由紀といると落ち着く」

　どう捉えたらいいのか戸惑いつつ由紀は笑顔を向ける。

「私も、真祐さんと一緒の時が一番しっくりくるかな」

「本当に？　そう言ってもらえると嬉しい」

　しっくりくるのはもちろんなのだが、本当はドキドキもあって少し落ち着かないのは本人には言えない。

　真祐がゆっくりと立ち上がると、由紀に手を差し伸べた。

「由紀、俺のお願い聞いてくれる？」

「……っ、はい」

「じゃあ、寝室に行こうか」

　急に心臓がドックン！　と鼓動して、全身が発汗しそうなほどに熱くなる。実際に掌が湿ってきた気がしてスカートで掌を擦る。

（落ち着け私！　大丈夫、真祐さんに任せたらいいんだから）

　そう自分に言い聞かせて真祐を見上げる。少し乱れた短髪、滑らかな肌に整った目鼻立ち。芯の強そうな眼差しに優しく微笑む口元。

（ああ、好きだなぁ……）

　そう思いながら、手を添えて立ち上がった。

　もしかして、このままセフレになる可能性だってある。惨めな立場になることだけは避けたいけれど、由紀はずっと彼の唇や手が自分の肌に触れる瞬間を夢見ていたのだ。

　彼が女性をどう愛するのかを知りたかった。それが、真祐の衝動をただ受け止めるだけだとしても。

　寝室はカーテンが閉め切られ薄暗かった。由紀は持参したゴムで髪を括って白い首筋を晒す。

　ベッドに腰を掛け、目を閉じて真祐が齧り付くのを、息を殺して待った……。

　そして『儀式』は始まった。

　隣に真祐が腰掛ける気配がして、右肩をそっと抱き寄せられる。

「由紀……いい？」

　囁かれて顔を向けると、左耳のすぐ下に温かさを感じた。

　軽く耳朶を喰み耳珠を舌が這う。くすぐったいような感覚と、気持ちよさを同時に感じて吐息が漏れる。

「……んっ」

　思わず声が出て、恥ずかしさで一杯になる。耳にキスをされただけなのに、すぐに感じてしまうなんて真祐に気づかれたらどうしよう。

　上目遣いに視線を向けると、真祐が妖しく笑みを浮かべていた。

「由紀、感じた？」

「くっ、くすぐったかっただけっ」

　思わず強がりを言ってしまったけど、真祐にはすっかりバレているみたいだ。

（私ったら、真祐さんのためなのに、自分が感じてしまって……恥ずかしい。でも……）

　憧れていた真祐とこんな状況になれたことが嬉しいのだ。惨めだろうか？　いけないことだとわかっているのに、気持ちを止めることができない。

　もっと触って欲しい、私をめちゃくちゃに乱して欲しいと願ってしまう。

「感じているみたいな声だったけど」

「そ、そんなこと……っ、あっ！」

　真祐の唇が首筋をなぞり鎖骨にキスが落とされる。そのまま舌で撫でられ強く吸われてビクッと体が震える。

（あっ、気持ちいい……っ）

　必死に声を我慢して目をギュッと閉じた。真祐の顔を見たら、好きと言い出しそうで怖い。

　由紀が葛藤している間にも、舌で由紀の肩を舐め、甘噛みする。

「由紀、鎖骨から下には跡がついても大丈夫？」

「だ、大丈夫」

　超至近距離で問い掛けられて、由紀の頬が一気に薔薇色に染まる。

　肩を押されゆっくりと横たわると真祐の唇が鎖骨に吸い付き、そのまま唇を移動させながら由紀の白い肌に赤い跡を落としていく。

　由紀の長く細い首からなだらかな肩に掛けてが、真祐の唇で鮮やかに色を変えていく。

　甘い果実を喰むように歯が立てられ強く吸われると、じわじわと愉悦が込み上げて、足の間が甘くわななく。

　堪えきれずに声が漏れてしまい、由紀はギュッと目を閉じた。

「はぅ……っ」

「大丈夫？」

「ぜっ、全然、大丈夫」

「よかった。由紀、ちょっと左を上にして横になってくれる？」

　そう要求されて横向きになると、背後から密着されてドキッとした。腰を抱かれ首の後ろ側に息がかかってゾクッ……と背中が粟立つ。

　全然嫌じゃない。むしろ、もっとキスをして欲しい。後ろから熱い体にすっぽりと抱き締められて、まるで守られているような心持ちだ。

（私ったらバカだわ。真祐さんはただ首を齧りたいだけなんだから。でも、やっぱり嬉しい）

　熱く滑る舌で首の後ろ側をなぞられ、ゾクゾクッと背中が震えてくる。漏れそうな声を必死に我慢しながら、気持ちよさに酔っていた。

　後ろから覆い被さってキスをされると、どうしてだか自分が恋焦がれられているようなロマンティックなシチュエーションを想像して甘酸っぱい気持ちになる。

　首フェチの幼馴染みに体を提供しているだけなのに、由紀自身には自分でも想像していたような悲壮感はなく、気持ち良すぎてこのまま時間が止まればいいのにと願うばかり。

　真祐が髪の毛に鼻先を埋め小声で由紀の名を呼ぶ。返事もできないまま、ただ互いの呼吸をシンクロさせて目を閉じていた。

　恋人でもない男性の淫らな行為を許しているのに、このまま眠ってしまいそうなくらい心地いいのだ。

「由紀……」

　真祐の囁きが遠くなっていく……。由紀はいつの間にか本当に眠りについていたのだった。







３　真祐の事情








　三歳年下の由紀は、真祐にとって特別な存在だ。

　元々隣同士で、家族間の付き合いは長く親密だった。互いのお祝いごとには招待し合っていたし、赤ちゃんの由紀のお節句に呼ばれたこともある。

　七段飾りの雛人形の前で母親に抱かれた由紀は、色白の丸々とした可愛らしい赤ちゃんだった。

　両親以外では誰よりも近い異性、由紀が幼い頃には、まるで兄のような気持ちで成長を見守っていた。

　その感情がガラリと変化したのは多分、由紀が高校二年の頃だったと思う。

　大学生だった真祐が自宅に戻ると、由紀の家の前に制服を着た男子学生が二人佇んでいた。

　表札を確認して、家の周りを何度もうろつき、背伸びをして中を覗き込んでいる。家を間違っているのだろうと思い自宅に入ったが、しばらくすると家電が鳴った。出ると由紀からだった。

『……真祐さん？　由紀です。いてくれてよかった！』

　由紀のひどく焦った声色を聞き、真祐は一気に緊張する。

「何、どうした？」

『家の前に男子がいましたか？』

「いたけど」

『私、これから塾に行かなくちゃいけないんですけど、駅から家まで他校の男子につけられて、怖くて出られないんです』

「ああ、そういうことか。じゃあ俺が一緒に塾まで行くよ。今日おばさんは？」

『おばあちゃんの具合が悪くて病院にいるんです。今日はお父さんだけだけど、帰りが遅くて……』

　不安げな由紀の声を聞いていると、『助けてやりたい』という強い思いが真祐の胸に湧いてくる。

「わかった。これから迎えに行くから、待ってて」

『はいっ。あの、ごめんなさい』

　真祐は由紀の家の前でたむろする男子学生を強い口調で蹴散らした。

「君らは人の家の前で何をしているんだ！　いつまでもここにいるのなら警察を呼ぶぞ」

　学生たちは真祐の叱咤に驚き、逃げ出したのはいうまでもない。家に入り青い顔でキッチンにいる由紀を見た時に自分でも理解できない強い庇護欲が生まれた。タクシーを呼び塾に送り、帰りに迎えに行くことを伝えるとホッとした顔をされる。

「真祐さん、すみません」

「気にしないで。でもこれからは学校からの帰りも友達と一緒の方がいいと思うよ。おじさんには俺からも話をしておくから、これからも何かあったら、両親に逐一伝えるんだよ」

「はい」

　本当は、『俺が由紀を守る』と言いたかったが真祐も学生の身、ましてや家族でもないので踏み込みすぎるのはよくないと判断して、由紀には注意をするように話したのだった。

　他校の男子学生が家までついてくるくらい、高校生の由紀は小柄で可憐な容姿をしており、女性としての魅力が花開き始めていた時だった。

　由紀はそんな自身の変化には無頓着で無防備だったために、自らを守る準備も自覚もなかったのだろう。

　その一件があってからは、電車に乗る時には気を付けて、塾も送り迎えをしてもらうようになったらしく、その後は特に問題は起きなかった。

　相変わらず小柄ではあったけれど、時々見かける度に匂い立つほどに美しくなり、どんどん大人になっていく。

　そんな由紀に異性として好意を寄せるようになったが、なかなか誘う勇気は持てずにいた。

　由紀が十八歳になってからようやくデートに誘うことができたが、受験勉強や習い事で何かと忙しいようで、守備よく映画鑑賞にこぎつけても由紀はいつまでも『隣のお兄さん』という認識しか持ってくれない。

　自他ともに認める『イケメン』真祐も由紀の前では肩無しで、鈍感な由紀に何度もかわされる内に自分には魅力がないのだと思い込んだのだ。

　想いを伝えることなく大学を卒業してもなお、真祐は由紀を想い続けていた。

　就職と同時にマンションを借りたが、折々に実家に帰るたび、ますます大人びていく由紀が眩しい。

　幼馴染みの特権とばかりに家族同士の食事会や花見で一緒になったが、由紀は相変わらず恋愛に疎く、必死のアプローチはいつも空振りに終わる始末。

　玉砕覚悟で告白することも考えたが、家同士の仲が良すぎるために自分のせいで関係が悪くなる可能性を考えて踏み出せず、かといって由紀への想いは募るばかりで、真祐は自分の気持ちを押さえつけるのに苦労した。

　由紀に相応しい男になりたい。そう一念発起し、体を鍛えて人一倍仕事を頑張った。

　しかし、頑張りすぎて海外プロジェクトのサブリーダーに選抜され、あろうことか英国に赴任をする羽目に……。

　ようやく赴任期間を終えて、三年ぶりに由紀に連絡をとることができた。会う約束が取れて、真祐の心臓はバクバクだった。

　由紀は少し痩せて、すっかり大人の女性になっていた。恋人の存在を聞くと相変わらずいないと言う。

　このチャンスを逃してはいけない。今度こそ由紀と交際して結婚まで漕ぎ着けたい！

　真祐は咄嗟に、先日後輩から聞かされたバカ話を脚色してある提案をしたのだった。







４　切ないデート








　最初の『行為』から一週間後、真祐から仕事帰りに会わないかとメッセージが届き、由紀は快諾した。

　真祐の会社の近くに雰囲気のいいダイニングバーがあるらしく、そこを指定されタクシーで向かう。

　先週の土曜日は、こともあろうに真祐のベッドで眠ってしまって悪いことをした。

　気持ちが良すぎて眠るなんてあり得ないと反省したが、真祐は全然怒っていなくて逆にこちらの罪悪感が増した。

　目覚めた後、睡眠を取ったおかげでシャキッとしたので電車で帰ろうとしたら、タクシーで送ってもらうことになり申し訳なかった。疲れていると勘違いした真祐が気を使ってくれたのだろう。次回があるとしたら、今度は迷惑をかけないようにしなければ！

　教えられた場所に着くと真祐が店の前で待っていた。由紀を見つけると眩しい笑顔を浮かべてこちらに向かってくる。由紀もタクシーを降りて駆け寄る。

「真祐さん！」

「由紀、お疲れ。悪かったね、迎えに行かなくて」

「いいよ別に。それより、人気のダイニングバーなんて楽しみ」

「きっと気にいると思うよ。じゃあ行こうか」

　黒いスチールのドアを開けると、音量を抑えたジャズが流れヴィンテージ感のあるインテリア空間が広がっていた。

「わぁ……雰囲気あるね」

「だろう？」

　店主らしき若い男性が、真祐に笑顔で手を挙げる。

「いらっしゃい！　奥のソファー席を用意しています」

「ありがとう」

　店のスタッフに落ち着いたソファー席へ案内され、真祐が勧める料理とお酒を注文する。たわいのない話を二人でしていると、店主が料理とお酒を運んできた。

「神坂さんが女性を連れてくるのは初めてじゃないですか？」

「そう言えばそうかも」

　店主と真祐の会話を聞いて由紀の胸が弾む。お気に入りの店に初めて連れてきた女性が自分だなんて嬉しい。

　前菜の盛り合わせとビールを最初に頂く。きめ細かい泡が喉を通るとライムの香りと相まって実に爽快だ。

「わ、美味しい」

「気に入った？」

「はいっ！　ビールも美味しいし、この生ハム最高」

　はしゃぐ由紀を、目を細めて見つめる真祐の眼差しがふんわりと優しくて、まるで愛されているかのような錯覚をしそうになる。

　丁度いい頃合いに料理が運ばれて、二人はおしゃべりをしながら楽しんでいた。その後デザートが運ばれ、由紀が歓声をあげる。

「わーっ、かわいい！　でも、明日の体重が怖いなぁ」

「少々太っても、由紀はかわいいから大丈夫だよ」

「真祐さん、そんな無責任なこと言って！　でも、美味しそうだから完食するね」

　そう言って、細長いグラスに盛られたフルーツパフェにスプーンを伸ばした。

「生クリームがあっさりしてて美味しい！　真祐さん、食べる？」

「俺はいいよ。完食するんだろう？　あ……生クリームが付いてる」

　真祐が手を伸ばして由紀の顎に付いたクリームを指で掬うと、視線を合わせたままペロリと舐めた。

　その眼差しには誘うような色香が込められていて、鈍感な由紀でさえも性的な匂いを感じて、ひどく動揺してしまう。

「……っ！」

　真祐から目が離せなくなって、ほんの数秒見つめあっている間に由紀の頬がじわじわと赤く染まっていく。それを見つめる真祐の口元が大きな弧を描いた。

　手が握られ真祐が何かを囁いた。ボォーッとしていたために聴き逃した由紀は慌てて尋ね返す。

「えっ……今、なんて？」

「今夜、由紀のい……」

　その時、店に不釣り合いな甲高い声が響いた。

「えぇーっ！　神坂さん？」

　その声に、二人の間に流れていた魔法が解け、真祐が声の主に視線を向けた。

「……ああ、お疲れ様です」

　今まで楽しそうだった真祐が急に無表情になり、事務的な挨拶を口にする。口調から会社の人だろうかと思い、由紀も相手に視線を向けると二十代後半から三十代くらいの女性二人が真祐を見てはしゃいでいる。

「わぁ、こんなところで会えるなんて嬉しーい！　ご一緒しても……？」

「いいえ、連れがいますので」

　真祐が断ると、女性は横目で由紀を見る。その視線にまるで品定めをされている気がして落ち着かない。すると、店の人が女性たちに声を掛けた。

「お客様、席にご案内します」

「あ……はーい」

　店員に案内され、二人は名残惜しそうに離れていった。離れてからも、こちらをチラチラ見ているものだから落ち着かない。

「あの二人は会社の人なんだ。できることなら声を掛けて欲しくなかったな」

　真祐ががっかりした口調で呟く。ネガティブな発言をしない真祐にしては珍しい。

「会社に近い店だと言っても、同僚と居合わせるなんてすごい偶然だね」

「そうだな」

　彼女達に声を掛けられたせいで真祐のテンションが少し落ちたようなので、由紀は真祐が不在だった三年間の日常を報告して、何一つ以前と変わらず過ごしていた事実を自虐的に披露した。

「本当になーんにも無かったの。大きな挫折とかトキメクことも無く、会社と家の往復だけなんだよ。とりあえず若いはずなのに、ありえなくない？」

「ははっ！　それを言うなら俺だって、ｉｎ・ロンドンだったけど由紀と同じ生活だ。なんだよ、似たもの同士じゃないか」

「だねー」

　ようやく真祐の笑顔を引き出すことに成功した。

　最後のお酒を頼んで待っていると、勢いを取り戻した真祐が由紀の耳元に顔を近づけて囁く。

「由紀、今夜も齧っていい？」

「……っ」

　一気に赤面した由紀を真祐は嬉しそうに見つめている。

　そこにカクテルが運ばれ二人はグラスを軽く合わす。由紀は甘めのカクテルで、真祐はスコッチウイスキーのロックだ。

　今夜も齧っていい？　と聞かれて由紀はかなり動揺していた。

　会う約束をした時から予測はしていたけれど、いざ誘われると心臓が爆発しそうなくらいドキドキする。

　今だってカクテルグラスを持つ手は微かに震えている。これでも必死に動揺を隠しているというのに。

　真祐はウイスキーを飲み干すとテーブルに戻し、顎に手を置いて由紀を見つめている。視線を感じながら、由紀は最後の甘い雫を舐めた。

　グラスを置き、俯き加減で口を開く。

「いい……よ」

「じゃあ行こうか」

　由紀の背に真祐の手が置かれ、エスコートされて出口へ向かう。

　店を出る時にチラッと真祐の会社の女性に視線を向けると、恐ろしいことにこちらをガン見していたので怖くなって慌てて目を逸らす。

　図らずも今日は、真祐の会社での人気を目の当たりにしたわけだ。

（あんな人が真祐さんの会社には沢山いるのかな？　心配だなぁ）

　店を出て手を繋がれて少し歩く。手を繋ぐことにすっかり慣れてしまったことが嬉しくて、由紀の顔に笑みが溢れる。

「今夜は由紀のマンションに行ってみたいな」

「……あっ、いいよ。あの、と……」

「泊まりたいけど、着替えを持っていないからいいよ。タクシーで帰るから」

「そ、そうなんだ」

　ちょっとだけ残念だと感じる。

　泊まってもいいよ。なんて言い出しそうになったことに気づかれただろうか？　と心配になった。それでも、互いのマンションを行き来するなんて、なんだか恋人みたいだと浮かれてしまう。

　電車に乗り、由紀お気に入りのネットの農場ゲームを真祐に説明して勧めている間に駅に着く。改札を抜け歩いていると、途中のコンビニで真祐が買い物をして出てくる。レジ袋には水のペットボトルやシリアルバーなど健康補助食品が入っている。

「これ、由紀の冷蔵庫に入れてもらっていい？　俺のオヤツ。由紀も食べてくれ」

「うん、ありがとう」

　マンションに着きカードキーでロックを解除して部屋に入る。照明をつけると部屋が明るく照らされて眩しい。

「ようこそ。ここが私の部屋でーす」

　少しおどけると、靴を脱いだ真祐が頷く。

「いい部屋だね。セキュリティーもしっかりしているみたいだし。安心したよ」

　そんな心配をしていたのかと驚いたけれど、幼馴染が心配なだけかもしれない。預かった飲み物を冷蔵庫に入れて、シリアルバーやゼリーも冷蔵庫のポケットに入れておく。

　ノンカフェインの紅茶を淹れて振り返ると、真祐がジャケットを脱いでソファーの背に掛けていた。テーブルに紅茶を置き、ジャケットを預かりコートハンガーに掛ける。

　ソファーに座る彼の隣に腰を掛けると、真祐がネクタイをシュッと外してバッグに放り込む。なんでもない仕草なのに、大人の色気を感じてドキドキしてしまう。

　白い壁とフローリングの部屋にはベッドと二人掛けのソファー、それに小さなテーブルがあるのみで、他には壁に作り付けられたデスクカウンターと、有名メーカーのリプロダクトの椅子を揃えている。

　全体的に白とベージュ、グレーで色彩をまとめているので、シンプルで大人っぽい空間だ。

　部屋を見渡して、真祐が由紀に言う。

「由紀らしい部屋だね。こんな感じ好きだな」

「あ、ありがとう」

　嬉しくて、照れ隠しに紅茶を口に含む。ベルガモットの香りが、フワフワと落ち着かない心を鎮めてくれるようだ。

　カップをテーブルに戻すと、真祐が首をかしげてこちらを見つめている。その熱っぽい眼差しに囚われて、由紀の体は動きを止めた。

「由紀……いい？」

「あっ……」

　手が伸びて、胸元のブラウスのリボンをスルッと外される。小さなボタンを二つ……三つ外すと、大きな掌で片方の首を優しく撫でられた。

　温かくて乾いた手は肩に滑り落ち、首の後ろ側までを撫でていく。

「……っ」

　ただ触れられているだけなのに、気持ちよくてこのまま身を任せてしまいたいと強烈に思う。

　目を閉じて真祐の愛撫を受けていると、髪の毛を横に流されて耳朶が口に含まれる。甘噛みされて耳腔に舌先が入ってくると、ゴソゴソと音が篭るけれど全然不快じゃない。

　むしろ気持ちよくてまた声が漏れた。

「あっ……」

「由紀、感じた？　嫌じゃない？」

「……ん、嫌じゃ……ない」

　本当はもっと触って欲しいけれど、真祐の関心は首限定だからそれ以上のお願いはできないと自分に言い聞かせる。

　それに真祐のためにしていることなんだから、自分が気持ちよくなってはいけないのに、心と体に嘘はつけない。

　鎖骨にキスを落とされ甘噛みをされると、くすぐったくも甘い歓びに首がのけ反る。真祐に体を動かされて肘掛けに頭が着地すると、伸ばされた足の間に真祐の膝が入り込み、上半身がすっぽりと覆い被された。

　そのまま鎖骨の下にキスが落とされ、チクッと痛みが走る。同じ場所をチュッと音を立てて吸われビクビクッと背中が戦慄き、由紀は握り拳に力を込めた。

（感じちゃだめ。感じちゃ……だめ）

　そう念じて目を閉じる。髪の毛が優しく撫でられるだけで、大好き！　という感情が込み上げて涙が出そうだ。

　限られた場所だけを触れられ、繰り返される愛撫に焦らされて、由紀の中で何かが爆発しそうになる。

　両手で口を押さえて喘ぎ声を抑え込んでいると、熱が離れて肩を抱かれ体が起こされる。目を開くと真祐が苦しそうな表情で自分を見ているのに気が付く。

「どうして……？」

「由紀が震えていたから」

　そう答える真祐の声は掠れて、何か強い想いを堪えているような感じにさえ見える。由紀は真祐から笑顔を引き出したくて、わざと明るく振る舞おうとした。

「だ、大丈夫だよ！　震えてなんか……」

「いいよ、無理させたくない」

　真祐は由紀の乱れた髪を撫で、「跡がつくかな？」と独り言をつぶやきながら、キスの跡を指で触った。その後、ブラウスのボタンをはめて由紀の頬を撫でる。

「由紀、無理させてごめんね」

「ううん！　全然無理してないから大丈夫」

　何度も『大丈夫』を繰り返す由紀に、真祐は冷めた紅茶を手にして微笑んだ。

　その後少しだけ話をして、終電までには余裕のある時間に真祐は帰っていったのだった。

　自分の想いが強すぎて、真祐を困惑させたのだと由紀は思い込んだ。これで真祐が離れて行ったらどうしよう……そんなことを考えて目の前が真っ暗になる。

　そうして、由紀は眠れない夜を過ごしたのだった。







５　二人の想い








『週末にドライブに行かないか？』

　真祐からそんなメッセージが届いたのは、由紀の家で過ごした翌週の水曜だった。夕食を食べた後、ベッドでゴロゴロしながらスマホを閲覧している時に届いたので、すぐに確認できたのだ。

　週末のマンションでの出来事が胸に引っかかって少しだけ気分が落ちていたので、メッセージを見た後の動揺が激しくて、背中にじんわりと汗が滲む。

　色々とちゃんと考えなくちゃいけないのに、会いたい気持ちが勝ってすぐに返事を打っていた。

『嬉しい！　どこに行くの？』

　食いつきが良すぎたかなと反省しつつ、返信を待つ間に緊張してきてベッドの上で正座になって返事を待っていた。

『美術館デートなんてどう？』

　そんなメッセージが返ってきて、即答する。

『行きたい！』

　返事をした後、由紀はベッドにうつ伏せに倒れ込んで、身悶えした。

（キャーッ、真祐さんがデートに誘ってくれるなんて嬉しい！）

　前回、あまりよくない雰囲気で別れたので、もしかして真祐に嫌われたのかもしれないと気になっていたのだ。前回のことをあまり気にしていないようなメッセージだったので由紀は余計に嬉しかった。

　真祐がデートの場所に指定したのは、都心から車で二時間ほどにある現代美術館だった。常設展示物や館内の施設が由紀の好みで、以前から行ってみたいと思っていたので余計に楽しみになってきた。

　由紀は早速ネットで企画展のチェックを始めるのだった。




　晴天のドライブ日和、由紀が上品なペールブルーのワンピースを身にまといマンションの前で待っていると、約束の時間通りに見慣れた白い車がやってきた。

　それは真祐の父親の愛車で、一瞬おじさん達も一緒に行くのかと焦ったが、車から出てきたのは真祐一人だったので安心した。

　真祐の両親を決して嫌っているわけではないが、美術館までの二時間を同乗するのは気詰まりだ。

　助手席に乗り出発したが、真祐と一緒にいられるのが嬉しくて由紀はニヤニヤしていた。

　今日の真祐はブルー系の上質なシャツとアンクル丈のパンツを身につけ、それに薄手のジャケットを後部座席に置いている。偶然由紀のワンピースと色が合っていたので、ペアルックみたいだと、由紀は内心でガッツポーズを決めていた。

　由紀の嬉しそうな様子をチラッと目の端で捉えた真祐が声を掛けてくる。

「何だろう？　由紀がニヤついているように見えるんだけど」

「今日はおじさんの車借りたんだよね？　車を見た時に、一瞬おじさん達と一緒なのかなーって思ったのが、なぜか笑えてきて……あ、今日のドライブが楽しみ過ぎて、私ちょっとおかしいのかも」

　まるで学生の頃に戻ったような、たわいのない会話がポンポン出てきて、由紀はめまいがしそうなくらいに幸せだった。

「ははっ。実は、車を借りる時に行き先と相手を聞かれて答えたら、両親が行きたいって言い出したのは確かだよ。別の日に夫婦で勝手に行ってくれって、断固拒否したけどね。デートに両親連れってありえないだろう？」

「……っ！　真祐さん、これってやっぱりデート……だよね」

「俺はそのつもりだったけど、いけなかった？」

「ううん、いけなくない……と思う」

　最後は尻すぼみになってしまったが、はっきりとデートと言われて胸が弾む。嬉しくてたまらないけれど、今は高速を走っているからあまりお喋りはしないほうがいい気がする。

　前回の別れ際がちょっと微妙だったから、もしかして真祐とはこれっきりなのかと覚悟していたのに、いい雰囲気になってきて由紀の胸が弾む。

　サングラスを掛けて運転をしている真祐を近くで眺めて、由紀は幸せを噛み締めていた。

　三年間、一度も会えずに後悔ばかりを繰り返していたというのに、帰国した途端に頻繁に会うことができるなんて、前世で自分は余程いいことをしていたのかしら？　などと呑気に考えていた。

　インターチェンジで高速を降り、山道をゆっくりと進んでいると、木漏れ日を浴びた葉がキラキラと輝いて目に優しい。

「あー、癒される。いい所だね」

　由紀の呟きを拾って真祐が説明をしてくれる。

「この辺は田舎の山道みたいだよな。人里離れた場所だから、企業の保養所や別荘が多い。俺の会社の保養所も道沿いにあるはずなんだ」

「へぇ、そうなんだ。研修で来たことあるの？」

「いや。研修は、四国の島と本社で受けたから、この辺りは初めてだよ」

「え、島で？」

　真祐は無人島で決行された恐怖の新人研修を由紀に面白おかしく説明する。それから、就職後の同期との厳しい競争を死に物狂いで突き進んでいたことを、悲壮感を薄めて由紀に話してくれた。

　そういえば……あの頃、真祐が実家に帰ってくるのは盆や正月くらいだった気がする。大学二年だった由紀は、真祐の顔を見られないことを寂しく思っていた。

「そうだったんだ……。私、大学は実家から通っていたから、よくおばさんに真祐さんは最近帰ってきていますか？　って聞いていた気がする。忙しいみたいで帰ってこないのよー。なんて言われて、就職するとそんなに大変なんだ？　って震えていたわ」

「俺の会社は厳しいことで有名だからな。由紀の会社は雰囲気がいいんだろう？」

「うん。同族経営だから、クセは強いけど居心地はいいよ。でもね、社内恋愛を猛プッシュしているから、ちょっとウザいの。今年も会社主催の合コンがあるんだよ」

　由紀は合コンに強制的に出席させようとする上司を思い浮かべて、思わず顰めっ面になる。

「何それ？　由紀、合コンに行くのか？」

「うーん。割といいホテルのビュッフェパーティーだからそこには惹かれるけど、多分行かないかな。だって、面倒臭いもん」

「……よかった」

　由紀を絶賛攻略中なのに、合コンに行かれて誰かと交際でもされては大変だ。しかし今回は参加しないと知って真祐は安心したのだった。

　そんな真祐の気持ちに無頓着な由紀は天然ぶりを発揮する。

「え？　何か言った？」

「いや、なんでもない。その合コンには参加したことがあるのか？」

「入社してから毎年参加しているけど、美味しい料理を食べている最中に『静かなところでお話ししませんか』なんて言われても困るよね。デザートだってメチャ種類があるのに、知らない人とおしゃべりする暇はないもん。それに同期の泉美と一緒にいた方が楽しいし！」

「そうか、由紀にとって社内合コンは美味しいものを沢山食べる絶好の機会なんだな？」

　由紀はパチンと両手を叩いて大いに頷く。

「そうなの！」

　由紀の言葉に、真祐は心底ホッとしたのだった。そんな、たわいのないおしゃべりをしている間に美術館に到着した。

　最初は企画展の現代美術を見て、カフェで一服した後で常設展の印象派絵画や彫刻を鑑賞する。美術が好きな由紀は、熱中して見回っていた。

　午後一時すぎて、併設したレストランでランチを頂き、もう一度常設展を一周して帰ることにする。

　常設展があまりにも素晴らしかったので、もう一度観たいと真祐にお願いしたのだ。レストランのインテリアは素敵だったし、料理も美味しかったので由紀は大満足だった。

　その間、真祐は由紀の側を離れずに寄り添っていた。まるで絵画を見にきたというよりも、絵を見て喜ぶ由紀を眺めているかのようだった。

　ミュージアムショップで買い物をした後、まだ時間があったので遊歩道を歩いて野外彫刻を見ることにしたのだが、あまりに森の中が気持ちよくて二人は長い距離を手を繋いで歩いた。

　由紀の手は真祐の大きな掌にすっぽり包まれて、まるで守られているような心地になってくる。

　途中の人気の少ない場所にベンチがあり、そこに腰を掛けて耳を澄ますと鳥の澄んだ囀りが響いてくる。メジロだろうか？　少し甲高い可愛らしい声で囀っている。

　由紀は目を閉じて至福の時を堪能した。

　真祐も気分がいいらしく、背伸びをして大きな息をつく。

　真祐と二人っきりで森の中を散策したことで由紀は幸せな気分でリラックスしていた。すると、真祐が由紀が身につけているハートのネックレスのチャームを指で弄びながら、低い声で囁いた。

「由紀」

「なあに？」

「今日、俺が贈ったネックレスを付けてくれたんだね？」

「これお気に入りになっちゃって、いつも身につけているのよ」

「そうなんだ？　嬉しいな。なぁ由紀」

　嬉しそうに声を弾ませる真祐を見ているだけで幸せになる。真祐が内緒事を話すみたいに背を屈めて耳元で問い掛ける。

「ん？」

「由紀の首に齧りつきたい」

「う、うん。いい……よ」

「俺のマンションにくる？」

　一瞬、ここで齧られたらどうしようと想像して震えたが、マンションに誘われて躊躇した。前回、タクシーで送られて悪かったなぁと思ったからだ。だから、由紀は自分のマンションに誘うことにしたのだ。

「よかったら、私の部屋にしない？」




　ナビでマンション付近まで戻り、近くのコインパーキングに駐車して歩いた。途中のコンビニでスイーツを買い、またいつものように手を繋いで歩く。

（これ……知らない人が見たら、絶対に恋人同士に見えるよね？）

　真祐と手を繋ぐのは嬉しいのだけれど、恋人でもなんでもない立場なのが切ない。

　でも、切なさに酔うよりも、真祐と一緒にいられる喜びの方が大きくて、由紀の気持ちは浮き立っている。

（どうしよう。今日、唇へのキスをねだってもいいのかな？　でも、キスは恋人じゃないからダメって言われるかも？　だとしたら辛いなあ）

　そんな能天気なことを考えている間にマンションに着いた。

「この前も思ったんだけど、よくこんないい物件があったな」

「そう？　会社が実家から遠いからマンションを借りるって言ったら、両親がセキュリティーのしっかりしたところでないと許さないってうるさかったの。お父さんがめちゃくちゃ調べ上げて、契約にこぎつけたんだよ」

「大事な一人娘だもんな」

　真祐を招き入れカーテンを開けようと窓に進みかけて、由紀の動きが止まった。背後から真祐に抱き締められたせいだ。

「由紀……」

　振り返ろうとした由紀の耳朶をかすめて熱い唇が首筋を吸う。

「……っ」

　もう首に吸い付いてくるなんて……まるで、美術館デートはこの行為のためだったように思えて由紀は複雑な気持ちになった。でも、やっぱり好きだから許してしまうのだ。

　真祐に触れられると、スイッチが入ったみたいに敏感になって感じすぎる。抱き締める力が強くなり、体を押し付けられて壁に手を付く。髪の毛を撫でられて、背後から鎖骨の上にキスが落とされる。由紀は心地よさに酔いながらも、小声で制した。

「真祐さん……っ、奥に入って。玄関に近いと声が外に漏れちゃうかも」

「由紀に触れたくて我慢していたんだ」

　後ろを振り返り、長身を見上げて真意を問い掛けようとして……止めた。自分はパーツとして利用されているだけなんだから、勘違いしてはいけない。

　由紀にとっては恋なのだけれど……。

　真祐が食い入るようにこちらを見つめるから、首にキスをされるのだと思い目を閉じて待っていた。でも、いつまで経ってもキスは落とされない。

「由紀」

「……え」

　見上げると、真祐が困ったような表情を浮かべて微笑んでいる。

「由紀、キスしてもいい？」

「うん。いいよ」

　今日に限ってどうして聞くのだろうと首を傾げていると、真祐がクスッと笑う。

（どうして笑うの？）

　そう目で問い掛けたけれど答えは無い。手を引かれベッドまで進むと、髪の毛が優しく撫でられて頬に手が添えられた。指先が頬を撫で、顎に手が添えられる。

　そして、唇が柔らかいそれに塞がれた。

（えっ？）

　ドクドクと速い心臓の音が耳に響いてくる。今日キスをして欲しいと願っていたことなど全てが吹っ飛んで、由紀の頭の中は真っ白だ。

　息を求めて少しだけ開かれた唇から舌が差し込まれ舌先を舐められる。由紀は目を閉じてそれを味わった。

　ゾクッ……と肌が粟立つけれど、それは気持ちがいいから。

　口腔をくまなく撫でる感触は未知のもので、違和感よりも心地よさがずっと優っていて、由紀は両手で真祐の袖にしがみつきながら夢中でキスを受け入れていた。

　やがて唇が離れ、由紀は甘いため息を漏らした。

「……んっ……ふぅ……」

　ため息が終わらない内に、またキスが落ちてきて強く抱き締められる。真祐の体重が掛けられて、由紀はベッドに腰を掛け横たわった。

　頭の両側に肘を付き、由紀の髪の毛を乱しながらキスはますます深くなる。しかし永遠とも思われたキスが唐突に終わり、真祐の唇は耳朶を喰み首筋を這い下に向かう。

　ワンピースの胸元のボタンが一つ、また一つ外されて、剥き出しになった肩が甘噛みされくすぐったさに首をすくめる。

「由紀、もっと先に進んでもいい？」

　トーンを落とした囁きに頷くと、欲情を剥き出しにした真祐の眼差しを直視して、由紀の体の奥が期待に震える。

「真祐さん、もっと……して」

「そんなこと言って、後悔しても知らないよ」

「……大丈夫」

　荒々しく唇を塞がれ、強く吸われて目をギュッと閉じた。ワンピースの前ボタンが全部外されて繊細なレースのランジェリーが丸見えになる。ベビーブルーのブラに包まれた真っ白い肌が興奮で色づいている。

　舌を絡ませキスに応えていると、ブラ越しに胸を揉まれ先端が擦られてジ……ンと愉悦が走る。スミレの花を模したレースがよじれ、細い二本使いのストラップが肩から落ちる。

　パチンと後ろのホックが外されて、まろい胸が剥き出しになる。小柄な体格にしては大きめな胸が揺れるのを、真祐はじっと見つめている。

　恥ずかしくて隠そうとすると、手をそっと取られた。

「隠さないで。こんなに綺麗な胸なんだから」

「だって……恥ずかしい」

　下から持ち上げられ揉みしだかれて乳房が形を歪ませる。先端に指先が触れると、乳輪が粟立ち徐々に皮膚が敏感になっていく。

　愉悦に目を閉じた由紀が少しだけ唇を開き小さく喘いだ。

「あ……っ」

　硬くなった先端ごと真祐の大きな掌で揉まれて、快感が下半身に走りビクッと体が跳ねる。

「感じやすいんだね。可愛い」

　目を細めて由紀を見つめるけれど、真祐の甘い眼差しの影には剥き出しの欲情が隠れている。

「そんなこと……っ！」

　先端が指先で摘まれて、鋭い快感が生まれ自然と腰が揺れる。じんわりと湿っていた蜜口から愛液が溢れ、全身が熱を孕んでいるように感じられて胸の鼓動が早くなっていく。

　張りのある乳房を絶妙な力加減で弄られ、時おり指の間に先端が挟まれるとお腹の奥がキュンと歓びで跳ねた。

「はぁっ……」

　由紀は浅い息を繰り返しながら真祐を見上げる。こんなに自分は感じて乱れているのに、真祐は髪の毛一つも乱れてはいない。なんだか自分ばかり悦んでいるようで恥ずかしくなってきた。

「真祐さん……っ」

　恥ずかし紛れに真祐の肩に手をやりしがみつくと、キスが落とされる。舌を絡ませて体を密着させていると、だんだん気持ちが昂ってきた。

　体を起こし胡座をかいた真祐の上に乗せられ、腰のあたりでぐちゃぐちゃになったワンピースを頭から脱ぎ去りショーツだけの姿になった。

　ショーツも脱いだ方がいいのかな？　とモジモジしていると、真祐が自らのシャツのボタンを乱暴に外して脱ぎベッドの下に投げる。真祐の体の大きさはわかっていたつもりだったのに、衣類を脱ぎ捨てた姿は想像よりもずっと逞しくその圧倒的な色気に気圧されそうになる。

（真祐さんの体すごい……でも、触りたい……）

　由紀は少し震える手を伸ばして暖かい肌に触れた。露わになった厚い胸板からは、心臓の速い鼓動がはっきりとわかる。

「真祐さん、ドキドキしてる」

「うん。由紀に触ることができるんだって思うと、心臓が爆発しそうだ。おまけにこんなに綺麗だなんて、俺を殺す気か？　って思うよ」

　真祐がいつもとは違う余裕のない表情でそう言うけれど、由紀も同じ気持ちだ。お互いに必死なんだとわかって、由紀はふんわりと微笑んだ。

「嬉しい……」

「その笑顔は反則。どうなっても知らないからな」

　そう言うと、唇を食べられそうな荒々しいキスをされて息を奪われる。

「うふ……っ、ふぁ……」

　息継ぎも難しいほど強く吸われ、夢中で舌を絡ませ合う。漏れる吐息さえ奪われて、時を忘れて唇を奪い合う。

　ようやく離れると、乳房の先端をいきなり舌で舐められそのまま口に含まれる。

　滑る舌に先端を転がされながら強く吸われ、腰がガクガクと震えて起きていられない。体の奥底が甘く震え、中が潤んでくる。

「……っ……あぁっ！」

　一方の乳房は強く揉みしだかれ、手のひらで先端が転がされて愉悦が増していく。

　こんなことになるなんて、今朝ここを出た時には想像もしていなかった。

　キスをして欲しいと願ってはいたけれど、現実は完全に想像を超えてしまい、もう由紀には制御できない。

（ううん、制御なんてしたくない。もっと真祐さんを知りたいし、感じたい）

　そう願ってしまうのはいけないことだろうか？　彼女になりたいなんて贅沢は言わないから、今この時をただ感じていたい。

　不意に真祐が顔を上げ、二人は見つめ合う。

「由紀、好きだ」

「……っ、……嘘」

　熱い眼差しを向けられはっきりと伝えられた言葉に、驚きと喜びの感情が溢れて返事ができない。ようやく発した言葉は由紀の想いとは裏腹で、言った先から後悔する。

「嘘じゃない。好きだ」

　真祐は一言一句、まるで由紀に言い聞かせるような口調で必死に伝えてくれる。今まで、ずっと余裕に溢れていた真祐の表情が必死なものに変わっていた。

　夢のような告白を由紀は信じられない思いで聞いていた。

　もしかしてこれは大人のピロートークなのかもしれない？　などと、友人やネットから得た情報で想像をめぐらしながらも、内心では喜びに震えていた。

「由紀？」

　自分の気持ちを聞かれていることに気がつき、慌てて口をついて出た言葉はぎこちなくも素朴な一言だった。

「私も……好き」

「由紀っ、ありがとう！」

　そのまま、今日何度目か忘れてしまったキスが始まり、由紀は胸を熱くしながら目を閉じた。

　触れる真祐の肌は滑らかで、筋肉はまるで美術館に飾られた彫像のように美しい。でも、彫像と違うのはその温かさで、抱き締められると一気に安心感に包まれる。

　キスに酔っている間に、ショーツのクロッチ部分が何度も撫でられてチリチリとした愉悦が生まれる。そこがひどく潤んでいるのが恥ずかしかったけれど、中に入ってきた指に触れられて思わず身を捩る。

「……あっ」

　滑る花弁を擦られて気持ちよさに腰がビクッと震える。もう恥ずかしさを感じる余裕さえ無い。

　指が蜜口から入り込み何度か抽送を繰り返えされるうちに、微かな水音が由紀の耳に届いてきた。

「由紀、すごく濡れてる……感じているんだね」

「そんな、言わないで……っ」

　花弁を探っていた指が敏感な尖りに触れ腰が跳ねる。キスを深めながらも、指はそこを何度も行き来するものだから、由紀は耐えきれずに腰を揺らせて甘い声を漏らす。

「あっ、あぁ……っ」

　恥ずかしさでいたたまれない思いの由紀に、真祐は甘く微笑む。

「由紀、もっと気持ちよくなって、可愛い声をもっと聞かせて欲しい」

　目を合わせて頷くと、背中からベッドに下されショーツを脱がされる。全裸で横たわる由紀を食い入るように見つめながら、真祐も全てを脱ぎ捨てる。

　恥ずかしくて俯いた視線の先に、怒張する局部が目に入って、由紀は衝撃を受けた。

　真祐がただの『憧れの人』だけじゃなくて、完全に『男の人』で、しかも想像を超えた力強い裸身をさらされて、由紀は完全に圧倒されていた。

「真祐さん、すごい体している……よね？」

　ここでなぜ疑問符なのかは自分でもわからないが、突然問い掛けてしまったことの方が恥ずかしくて手で顔を覆う。

「ごめんなさい、くだらないこと言っちゃった」

「謝らなくていいよ。すごいかどうかはわからないけど、由紀が綺麗すぎて俺はかなり焦っているからお互い様だよ」

　焦っていると聞かされても信じ難いが、真祐はリップサービスをする人じゃないから、素直に喜ぶことにする。

「あ、ありがとう」

「今日、最後までいきたいけど大丈夫？」

「うっ、大丈夫だと思うけど……」

　若干不安げな返事をしたが、真祐は嬉しそうに頷いている。

「俺が由紀の嫌がることをしたら、すぐに言って」

「……はい」

　そこまで言ってくれて少し安心した。真祐は由紀の足元に跪くと、立てていた膝を開きそこに顔を埋めた。いきなりそんなことをされ、驚いて膝を閉じようとしたが、真祐は譲らない。

「まっ、真祐さん、何をするの？」

「由紀、こんなに濡れて……すごいよ。そんなに気持ちよかったの？」

「や、そんな言い方……」

　恥ずかしがると、余計に嬉しそうに微笑んでいる。由紀がまだ手で顔を隠すと、いきなり蜜口が舐められてギョッとする。

「……あッ！」

　舌でとば口を舐めた後、鼻先が茂みに入り込むのを感じて腰を引くと、両手でしっかり腰を固定されて逃げ場を失う。

「やぁ……真祐さんっ」

「由紀、今の『ＮＯ』は聞かなかったことにするよ」

　優しい口調でそう言い切るが、こちらは恥ずかしくてたまらない。

　でも、鼻先で茂みをかき分けられて舌で花弁を舐められると、ジリジリと熱いような感覚に自然と背がしなる。

　由紀の羞恥心にはお構いなしに、舌は花弁の奥の硬い蕾を舐め吸い上げる。痺れるような快感に腰が跳ね、じっとしてはいられない。ズズッ……と愛液を啜る音が耳に届き、由紀は羞恥に肌を染めていく。

「やぁ……っ。恥ずかしい……っ、あぁッ！」

　カリッと蕾に歯が立てられて思わず腰を反らせる。強すぎる刺激に動揺して、シーツを握りしめて頭を左右に振るけれど全然やめてくれない。

　嫌がることはしないと言ったくせに、と涙目になりながらも、いつしか痛みと感じていた刺激が快感に変わっていく。

　指が膣の中に入り込み、クチュクチュと音を立てて中壁を抉りながら抽送する。

　男性にしては細く長い指が秘めた場所に入り込む感触は違和感でしかなかったのに、ぬかるんだ蜜口から溢れ出る愛液もろとも花弁を擦られると、激しい愉悦が込み上げてくる。

　もう片方の手で乳房を撫でられ先端が音を立てて吸われると、堪えきれずに甘い鼻声が漏れる。

「ん……っ、はぅん……っ」

「由紀、すごく濡れているよ。ほらこんなに」

　ねばっこい愛液にまみれた指を、嬉しそうに見せてくれる姿に胸がキュンとなるけれど、恥ずかしさのあまり由紀は目を背けて頬を染める。

（真祐さんったら、絶対に楽しんでいると思う。でも……可愛い）

　中にまた指が入ってくる感覚に少しだけ身構えるけれど、十分過ぎるほどに濡れているせいか痛みや違和感は無い。でも、少しだけキツイと感じていると真祐が丁寧に説明してくれる。

「もう少し中を広げた方がいいから、指を二本に増やしたよ。わかる？」

「ん……わかる……っ、あぁ……っ」

　中を抽送する指の動きが早くなり、時折ある部分を擦られると鈍い痛みとは違う感覚となり、いつしか痛みは快感へと変わっていく。

　それとは別に、粘い液にまみれた他の指が花弁を擦ると、尖った蕾が刺激を受けて甘い疼きを感じる。

　奥に埋められた指が内壁を抉るように擦った瞬間、悦楽に腰が跳ね上がり思わず大きい声が出てしまう。

「ぁあっ！」

「指を締め付けているのがわかる？　そんなに感じて……可愛い」

　指の関節が中でクイっと曲げられて、鈍痛のような、深い愉悦を感じてまた大きな声が漏れる。

「やっ……、あん……っ……っく」

　両手で真祐の腕に掴まり、小さな痙攣が終わるのを待つ。足の指が丸まって、ふくらはぎがつりそうになった。

　膣中に埋められていた指がズル……ッと抜かれ、その感触に「うっ」と声が漏れる。

「小さくイッたんだね？　由紀、辛いなら止めようか？」

　耳元で甘く囁く真祐に目尻の涙をキスで吸われて、由紀は目を開いた。

「あの……私……」

「ん？」

　こちらを覗き込む目は優しくて、胸がほんのりと温かくなる。絶対にこの人と結ばれたい。由紀はそう強く思った。真祐の腕に手を掛けて、掠れた声で懇願する。

「ううん。最後まで……して」

「わかった」

　いつの間に置いていたのか、真祐はベッドサイドテーブルの上から避妊具を手にすると自身に素早く装着する。

　カーテンを閉めた薄暗い部屋の中で見ても真祐の男根はとても大きくて、怒張して震えているから余計に何か別の生き物のように感じられる。

（これが私の中に入る……んだよね？　本当に大丈夫？）

　真祐のそそり立つ屹立を目にして、由紀は気が遠くなりそうになった。ロマンス小説を読むと、あれがものすごい快感を与えてくれると書いているが本当だろうか？　この年になっても経験がないのは恥ずかしいことなのかもしれないが、真祐とはこのタイミングでしか想いを通じ合えなかったのだから仕方がないと思う。

　膝を立てた由紀の脚の間に真祐の体が滑り込み、張り詰めた屹立に手を添えて蜜口に押し当てられる。

　花弁に向かって何度もゴム越しに屹立を擦りつけられると、蜜口から粘い愛液がとめどなく溢れてきて甘ったるい快感に襞が震える。

（あ……っ、気持ちいい……っ）

　愛液にまみれた蜜口から硬く張り詰めた先端がズズッ……と入ってくると、気持ちよさに目を閉じていた由紀は痛みで小さく呻く。

　由紀の表情を見つめながら、真祐は体重を掛けて慎重に楔を埋め込んでいく。些細な表情の変化も見逃さず、シーツを握りしめ眉を顰める由紀に気遣いの声を掛ける。

「由紀、痛い？」

「……ん、痛いけど……大丈夫」

「じゃあ、動くよ。力を抜くと楽になる」

「ん」

　どうすれば力が抜けるのか教えて欲しい。そう思っていると、唇が塞がれて、滑る舌が絡んでくる。

「んふ……っ」

　まるで、痛みを和らげるかのように与えられるキスは極上に甘い麻薬のよう。

　跡が残るくらい強く首筋を吸われると、愉悦に蜜がじわじわと溢れてくる。真祐に首を愛撫されている間に敏感になってきたみたいだ。耳朶を舐められ吐息が漏れると、真祐が大きな息を吐く音が聞こえた。

「あぁ……由紀、半分入った」

　もう何十分も経っている気がしたけれど、まだ半分だなんて……痛いけれど嫌じゃない。でも、真祐のは大き過ぎるんじゃないかな？　と、由紀は内心で真祐に文句を唱えている。

　真祐は唇が届くところ全部にキスを落とし、快感を与えながら少しずつ腰を進めてくる。

　挿入に時間が経ち、由紀の表情が苦しそうなものに変わる兆しを感じて、真祐が腰を少し引きグイッと強く押し入ってくる。

「あぁッ！」

　目を見開いた由紀が痛みを堪えて小さく頷く。それを合図に、真祐の腰が大きく引かれ、今度はズン！　と一気に貫かれた。

「んぁ……っ！」

　指の関節が白くなるほどシーツを握りしめて、由紀は衝撃に耐えた。痛みしか感じられないけれど、真祐と一つになれるのだと思うと耐えられる。

　真祐が身じろぎをして由紀の髪を撫でる。乳房を揉みしだき先端を弾かれるものだから、下半身はジクジクと痛むくせに甘い声が自然と漏れる。

「あぁっ……」

　愛撫を続けながら、真祐が囁いた。

「中がすごく締め付けてきて……快すぎる。由紀、悪いけどもう少し動くよ」

「んっ……」

　身構える由紀の片膝に手を掛け、気遣うような笑みを浮かべてキスを落とす。舌を絡ませながら、ゆっくりと深く奥を突いてくる。由紀は顎を反らせてキスを受け止めた。

　小刻みに腰を揺らせて浅い中壁を突かれると、じんわりと愉悦が生まれて愛液が溢れてくる。滑る花弁の奥にまで振動が届き、ジリジリとした快感が腰から生まれてくる気がする。

「はぁ……っ、はっ……あ、ぁあん……っ」

　挿入時には痛みで疼いていた中壁も今はそれほど辛くない。

　それよりも容量を増し硬くなった剛直が中壁を擦り奥を突くたびに、痺れるような愉悦が込み上げて思わず嬌声を上げてしまう。

　中襞がうねり剛直を締め付けて離さない。

「真祐さ……っ、あぁっ！　やぁっ、気持ちいい……っ」

「ここ？　由紀……もっと気持ちよくなって。……っあ！　俺の方がイキそうになる」

　突き上げられる度に、由紀の腰とヒップに真祐の硬い下半身がぶつかり、湿った音が部屋に響く。互いの体温と汗で、湿度まで上がっているように感じられる。

　それほど濃密に時間を掛けて由紀は解され、今ようやく真祐の精を受け入れようとしている。

　初めて愛を交わす男性が真祐でよかった。これからもし真祐との関係が壊れたとしても、絶対に後悔することはないだろう。

　真祐への愛情で胸がいっぱいになる。甘い想いが溢れて、体がそれに反応し、中壁が蠢いて自然と剛直を締め付ける。

「真祐さんっ、……あぁっ！　……っ、なんか変……私……っ」

「由紀、俺もイク……ッ」

　楔に最奥を突き上げられ、愉悦とともに気が遠くなりそうな感覚に襲われる。由紀は唇を噛んで意識を飛ばさないようにと必死に耐えていた。

　子宮口をゴリゴリと突かれると、腰に激しい快感を覚えて思わず大きな声が漏れる。

「……んぁ……っ！」

（ああ……こんなの……こんなこと……っ！）

「まひろ……さ……」

　強烈な愉悦を与えられ、由紀は未知の快感に……落ちた。

　髪の毛を撫でる感触に目を開けると、真祐がこちらを覗き込んでいた。

「あ……ごめんなさい、一瞬意識が飛んでいたみたい」

「俺がしつこく抱き続けたから疲れたんだろう。大丈夫か？」

「うん。今……何時？」

　驚いたことに、マンションに戻って三時間が過ぎていた。

　心は満たされているけれど、もう何かをするエネルギーは残っていないみたいだし、めちゃくちゃお腹が空いている。

　すると、真祐が由紀を抱き締めて言う。

「なぁ、俺泊まってもいいか？　それと腹がすいたから、何かデリバリーを頼もうか？」

「どっちもオッケーよ。ところで私のスマホ……」

　由紀がキョロキョロとスマホを探していると、真祐が脱いだパンツのポケットから自分のスマホを取り出して近くの店を探している。注文してくれるみたいだ。

「ピザでいい？　好きな具ある？」

「なんでも好き。あ、炭酸は冷蔵庫にあるよ」

「うん。じゃあ、サラダとアイスも注文する」

　ちょうどアイスが食べたいと思っていたところだったので、由紀は笑顔で頷いた。

　デリバリーに時間がかかるというので、先にシャワーを浴びることにしてベッドの下に落ちていたワンピースをサッと着込み洗面室に向かう。ボディーソープで体を洗いながら、脚の間をそっと触ると沁みて痛みを感じた。ベトベトした諸々をシャワーで流しながら、甘い吐息が漏れる。

（私、真祐さんとしちゃった……！　それに、好きって言葉、嘘じゃないよね？）

　お腹の奥底から甘くワクワクするような感情が湧き上がってきて、由紀ははしゃぎたくなるが、理性がそれを留めている状態だ。

　湯船に入って今日のことをしみじみと振り返りたい思いはあるが、まだ今日は終わっていない。真祐もシャワーを使いたいだろうから、早めに出ることにした。




　今夜泊まる真祐のために、防犯用に実家から持ってきている父のスエット上下を洗面室に置き声を掛ける。

「着替え、一応置いとくね」

「え、あるの？」

「うん。防犯用にもらったお父さんのスエットなんだけど、綺麗に洗濯しているから嫌じゃなければ着てね」

「ありがとう」

　部屋の片付けをしている最中に、風呂から出てきた真祐を見て由紀は固まった。

　スエットは着ている。でもパンツだけ。脚の長さが父とは全然違うので、裾が足首よりかなり上だけどめちゃくちゃオシャレに見える。問題は上着だ。

「暑いから上は着なかった」

　真祐から屈託のない笑顔でそう言われ、由紀はスエットを受け取った。細マッチョの上半身が眩しすぎて目が潰れそうだ。天井照明の明るい光の下でこんなに圧倒的な男性美を見せつけられて言葉にならない。

　熱い頬を隠すように俯いて受け取ったスエットをチェストにしまい洗面室に走る。

「ね、ねえ、真祐さんの洋服、私のと一緒におしゃれ着洗いで洗濯しておこうか？　浴室乾燥なら明日には乾いているよ」

「いいのか？」

「うん、ついでだから」

　せっかく逃げたのに、真祐が洗面室にやってきたので、そっけない言い方になってしまう。洗濯機を操作していると、そばに立って見られるからやりにくい。

「ま、真祐さん、ソファーで座ってて」

「いや、由紀のすることを見ている方がいいな」

　なるべく首から下に視線を向けないようにして顔を向ける。

「ちょっと、大きめのＴシャツを探すから着てくれる？」

　そう言ったのに、真祐は満面の笑みを浮かべてさらに近寄ってくる。手が伸びて腰を掴まれ引き寄せられた。

「やっぱり、俺が裸だから恥ずかしいんだろう？　由紀は本当に可愛いな」

「もうっ！　わかっていてやっているのが一番ひどいよ。私忙しいんだか……」

　最後まで言わせてもらえなかった、唇を塞がれたから。

　手にしたシャツが床に落ち、由紀の手は真祐の硬い腕を掴む。

　難なく入ってきた舌で口腔を撫でられ、目を閉じて心地よさに酔う。舌を絡ませ合い体が密着すると、自然とため息が漏れる。由紀のヒップがシンクに当たると、少し腰を落として体を押し付けてくる。

　まだ熱が消えていない秘所に硬い局部が当たり、思いがけない快感が生まれる。

「ん……っ」

　口腔の粘膜を擦りつけあい、吐息さえ混ざり合うキスは蕩けるほどに気持ちよく、衣類越しの刺激でさらに熱を孕んだ秘所は潤み、触って欲しいと疼きだす。由紀は甘えた声を漏らし真祐にしがみ付いていた。

「んふ……っ」

　その時、インターフォンが鳴り響き、二人は慌てて体を離した。

「……っと、ヤバイな、由紀に触れると止まらなくなる。ピザが届いたみたいだ、行ってくる」

　キスの刺激で熱を孕んだまま、由紀は洗面室に置き去りにされた。




　ピザを食べた後、ネットで日本映画を鑑賞してからベッドに入る。

　睡眠が大事な派の由紀はセミダブルのベッドを使っているが、二人が寝るには少し狭い。いつの間にか、横向きに寝ている由紀を後ろから真祐が抱き締める体勢になっている。

　物心ついてから真祐と同じベッドで眠るのは、当たり前だが初めてだ。前回真祐の部屋で寝落ちしたけれど、あの時真祐が添い寝してくれたかはわからない。

　横になっても睡魔は来てくれず、ドキドキしながら目を閉じているうちに由紀の脚の間に真祐の長い足が入り込み、左手は由紀のお腹の上に置かれる。

　足と手の重みさえ愛おしくて胸が熱くなるが、そのうちに日中の疲れもあっていつの間にか眠りに落ちていた。

　翌朝、目覚めると何故か抱き合っている姿勢に変わっていてギョッとする。真祐の腕を枕にして胎児みたいな格好で寝ていた。

（は、恥ずかしい……）

　少しでも離れようとモゾモゾしていると、真祐が目を閉じたまま何かを言った気がして顔を覗き込む。眉を顰めて唸っているみたいだ。

　すると、腕が伸びてきてギュッと抱き締められ、両脚で腰を挟まれてしまった。まるで、檻に閉じ込められたみたいに窮屈だ。

　そろそろ起きて薄くメイクもしたいところだが、裸の胸を押してみてもびくともしない。重い腕を少し持ち上げると、また唸り声をあげてさらに強く抱き締められた。

　どうしたら真祐を起こさずにベッドから出られるだろうと思案していると、頭上から押し殺した笑い声が聞こえてくる。

「起きてたの？」

「うん。由紀が可愛すぎてついイタズラをした」

「ひどい！　私すごく困っていたのに」

　本気で怒って裸の肩をペチンと叩くと、腕を取られてまた抱き締められる。そのまま唇を塞がれて、甘いキスが始まった。

　なんだか……ずっと昔、幼い頃に、こうして真祐と戯れあった記憶を思い出しそうで思い出せない。性的なものは全然なくて、ただ真祐に甘えて遊んでもらうのが嬉しかった頃のことだ。

　そんな昔を思い出している間に、いつしか夢中で生暖かい舌を絡めあっていた。キスの間にも手が背中からその下まで降りてくる。ヒップの下を撫でられてゾクっと背中が震える。ウエストから脇まで撫で上げられて、柔らかい乳房を揉みしだかれ先端を指でキュッと摘まれる。

「あぁっ……！」

　胸を愛撫しながら舌は首筋を這い、ネックレスごと鎖骨を強く吸われる。贈られてからずっとつけたままのネックレスのチェーンを真祐が弄び微笑む。

「寝る時も付けているんだね。昨日は余裕がなくて、ネックレスのこともどうでもよくなっていた」

　それほど必死だったのかと由紀は驚いたが、自分もそうだったから、互いに同じ気持ちでいたのだとわかり嬉しかった。

「私も、昨夜は必死だった」

「うん。もう大丈夫？　痛くない？」

「大丈夫。あの……真祐さん、私が初めてだからって、重く受け止めないで欲しいの」

　相手を思って言った言葉だったけれど、真祐は首を振って微笑む。

「重くはなかったし、俺は嬉しかったよ。なあ、せっかくの日曜だし……する？」

　そう言って由紀の首にハムっと齧り付く。そのまま強く吸いつかれて、チクッと痛みが走る。

「あっ……、もう！」

　絶対に跡が付くと思いながらも、由紀は心地よさに目を閉じ肩にしがみついた。

　真祐の愛撫に拙くも応えながら、由紀の頭の片隅では『好きだ』と言ってくれた言葉をそのまま信じていいのか判断がつかずにいた。

　真祐にキスされたい、抱かれたいと願って想いは成就したけれど、自分が真祐の悩みを利用したみたいで、そこが気になる。

　真祐はどこまでも優しいけれど、自分はまだ恋人ではない。

　由紀は真祐の幼馴染だったけれど、彼の恋愛観を知らない。由紀なら体の関係を持つことはイコール恋人関係になることだと思っているけれど、それを真祐に押し付けることはできない。好きだと聞かされたけれど、「付き合って欲しい」と言われたわけではないのだ。その事実が由紀を悲しくさせていた。







６　誤解








　翌週、昼休みに由紀は泉美と会社近くの蕎麦屋で昼食を摂っていた。

「ねえ、そろそろ恒例の社内合コンの時期だけど、今年はどうする？」

　泉美が微妙な表情で由紀に問い掛ける。

　元々由紀達の会社は、社内恋愛大歓迎の変わった会社で福利厚生も手厚い。それは今の会長が社長時代からの社風で、社内恋愛で結婚したカップルがかなり多いのだ。

　現社長になってからは、六月にホテルで社内の独身者を集めて立食パーティーが行われている。去年までは問答無用で独身者が駆り出されていたのだが、ある意味ハラスメントだという意見が出て、今年からは希望者のみが参加することになった。

　由紀は食事が目当てで毎年参加していたのだが、真祐がかなり気にしていた行事なだけに、今回は不参加にしようと思っていた。

「課長から出席を勧められたけど、今年は不参加にするつもり」

「そうなの？　でもさ、今年の新卒にはイケメンが多いらしいよ。もれなく年下だけど」

「泉美ったら、五歳も離れているんだから相手にされないし、第一あなたには彼がいるんだからイケメンもいらないでしょ」

「それを言われると行けないねぇ。そう言えば、例の真祐さんとはどうなっているの？」

　真祐と再会して食事をしたことは話していたが、彼の性癖の対象に関してはとても話せないでいた。もちろん、週末に結ばれたことも今は言えない。由紀は苦しい笑顔を作って、美術館デートの報告だけをした。目を輝かせて喜んでくれる優しい同期に対して罪悪感が増すが、いつかいい報告ができればいのに……と想いを馳せながら会話を続ける。

「美術館デートなんて素敵だね。いいなぁ……新築マンションかぁ。なんだかすぐにでも結婚話が出てきそうじゃない？」

「うーん、どうかなあ。でも、あの会社には女性も多いからそこは気になっちゃう」

「だよね。しかもロンドン帰りのエリート！　由紀、社内合コンなんて行く暇はないね、真祐さんゲットがんばれ！」

「う、うん……」

　実は、財産や勤め先などを由紀はあまり気にしていない。ただ真祐が好きなだけ。でもバーでの一件を考えると、知らないところにライバルは多いのだろうなぁとため息が漏れる。




　仕事が忙しくてスマホを見る暇のなかった木曜日、午後七時に帰り支度をしていると真祐から連絡が入っていたことに気が付く。

『来週末に会社の同期達とキャンプを企画しているんだけど行かないか？』

（キャンプかぁ……どうしよう）

　由紀は、キャンプはほとんど経験がない。そんな自分が参加して迷惑を掛けても悪い。悩んでいる間にメッセージがまた届いた。

『キャンプ用の買い物をしたいんだけど、土曜日付き合ってもらえる？』

　買い物ならいつでもオッケーだ。由紀はすぐに返信をした。

『付き合います。キャンプは少し考え中。いつまでに返事をしたらいい？』

『土曜日に話そう。朝十時ごろマンションに迎えにいくね』

　端的でスピーディーな会話は真祐らしいと思い笑みが溢れる。

　週末に真祐に会える！　そう思っただけで、仕事にも熱が入るというものだ。由紀は、社員がまばらなフロアを笑顔で通り抜けた。

　この日は少し残業したので、お腹が空きすぎて倒れそうだ。駅に辿り着きコーヒーショップで甘いドリンクを買ってカウンター席で飲んでいた。通行人をぼんやりと眺めていると、ひときわ背の高い素敵な男性が自販機の前に立っていた。

　真祐だった。由紀は嬉しさのあまり手を振ったが、真祐は気が付かない。飲み掛けのドリンクを手に席を立とうとしたその時、真祐のそばに背の高い女性が駆け寄っていくのが見えた。以前ダイニングバーで声を掛けてきた女性のように見える。真祐の表情はよくわからなかったが、女性は身振り手振りでおしゃべりをしているようだ。

（あっ……）

　自販機の前に立っていたのは待ち合わせのためだったのか。由紀は、親しげに話をしながら人混みに紛れていく真祐と女性をただ見送ることしかできなかった。

　自分は真祐に『好きだ』と言われて結ばれたけれど、恋人かどうかは微妙だ。ぶっちゃけ、ただの幼馴染で真祐が首を齧りたくなったら体を貸すだけの人間だ。

　デートもするしセックスもしたけれど、真祐にしてみれば、そんなの大したことでは無いのかもしれない。

　真祐が女性と一緒にいる姿を見ただけでこんなに落ち込むなんて……由紀は重い足取りで帰路についたのだった。




　気落ちしたまま迎えた土曜日。

　悩んだ末に買い物に付き合うことにしたが、今日は真祐の気持ちをはっきりと聞き出すつもりだった。

　昨夜、眠れないまま考えたことは、このまま曖昧な関係を続けるのは無理だということ。

　最初、真祐から話があった時には再会できた喜びと興奮の中で安易に首を齧らせる約束をしたし、好きだと言われて天にも昇る思いだった。

　でも真祐は駅で同僚の女性と待ち合わせをしてどこかに消えていった。真祐が由紀以外の誰かと真剣な交際を初めたら辛すぎる。

　それに、会社の女性と一緒にいる真祐を見て、現実をはっきりと突きつけられた気がした。

　……私は真祐に釣り合わない。

　好きだと言われて嬉しかったけれど、真祐と話をしなければいけない。駅で見た女性との本当の関係と、これからのことを……。




　迎えにきた真祐が運転する車で、郊外のアウトドアショップに向かう。

　行き先に合わせてスポーティなカットソーにジャケットを合わせ、スカートも同じく人気アウトドアブランドのものにした。真祐も偶然、由紀が選んだメーカーと同じジャケットを着ていたので、二人で顔を見合わせて笑ったのだった。

　ここは有名なアウトドアブランドが広い敷地内に集まっている人気のショッピングモールだ。

　駐車場に車を停め真祐が目をつけていたショップに向かう。

「今日はシュラフを買いたいんだ」

「シュラフ？」

　キャンプに全く興味がないので、アイテムの名前を聞いてもピンとこない。真祐が笑いながら教えてくれる。

「寝袋だよ。持っているのが古くなっているし、今のはかなり高機能になっているから買っておこうと思って」

「寝袋かぁ。テントの中で寝るってどんな感じなのかしら」

「下にマットを敷いて寝袋の中で寝るからそれほど辛くはないと思うけど」

「ふーん」

「どう、行く気になった？」

　返事ができずに俯いていると、目当ての店に着いたようで真祐に引っ張られて店内に入る。

　吟味の末、最新のコンパクトに丸められる二人用のタイプを真祐は購入した。

「どうして二人用なの？」

「由紀と眠るため」

「えっ？」

　行くとは言っていないのに二人用を買うなんて……と、由紀が戸惑っていると支払いを終えた真祐が戻ってきた。背を曲げて由紀の顔を覗き込み、心配そうに声掛けをする。

「今日は調子悪そうだな。もう帰る？」

「あ……」

　由紀の様子がおかしいことに気がついていたのだ。今日、話さなければいけない。このままお別れになって、もう元の幼馴染には戻れないかもしれないけれど……。

「真祐さん、話したいことがあるの」

　由紀の真剣な眼差しを受けて、真祐の表情が引き締まる。

「わかった。静かな所に行こうか」

　少しばかり緊張した口調でそう言うと、由紀の手を取り車へと向かう。

　車に戻った真祐は、スマホを操作すると由紀に笑い掛ける。さっきまで緊張していたみたいに見えたが、もう気持ちを切り替えているみたいだ。

　その笑顔はあくまでも穏やかで優しい。もしかしたら、今後真祐とこうして会うこともできなくなるかもしれないと思うと、辛くてたまらない。

　車の中で話すのかと思ったが、意外にも向かったのはシティーホテルで、真祐がチェックインするのを由紀はロビーのソファーに座って待っていた。カードキーを手に戻ってきた真祐に手を引かれてエレベーターホールに向かう。

「別にホテルでなくてもよかったのに」

「表情を見て、お互いの家は嫌なのかなって思ったからホテルにした」

「ありがとう。部屋代は出すから」

　強張った表情を向けると、真祐は首をかしげて由紀を見る。

「そんなのいいよ。さあ、部屋はあっちだよ。ちょっとお腹空いたな、ルームサービス頼もうか」

「はい……」

　部屋は茶色とブルーを基調とした大人っぽいインテリアでまとめられていた。テレビが置かれたデスクの上に荷物を置き、真祐はルームサービスのメニューを眺めている。

「由紀、何を食べる？　クラブサンド、パスタ、カツカレー、サラダ？」

「クラブサンドにします。紅茶がアメニティーの中にあるかな？」

　テレビの下の扉を開けてティーバッグを探す。ポットと紅茶を見つけて真祐に尋ねた。

「真祐さんは緑茶でいい？」

「うん、緑茶がいい。俺はカツカレーを頼むよ」

　真祐が注文している間に、由紀はポットに水を入れて湯をわかすことにする。洗面室で手を洗いながら鏡に映る自分を見ると、青白い顔の小さな女が映っている。

　真祐に会うから頑張って綺麗にしたつもりでも、先日真祐と一緒にいた女性には遠く及ばない。

（私は何をやっているんだろう？）

　そう心で呟いて部屋に戻る。テレビをつけてベッドに腰を掛けていた真祐がこちらを振り返る。

「由紀、先に話をする？　食事は一時間くらいかかるらしいから」

「はい」

　窓の側の椅子に腰を掛けて、由紀はベッドの真祐を見上げた。真祐がこちらにやってきて向かいの椅子に座る。

「何かあった？　朝から顔色が悪かった」

「あったというか……あの、私からの提案なんですけど、聞いてもらえる？」

「うん、言ってくれ」

「私の首に齧り付きたいって言われてＯＫしたんだけど、もうやめた方がいいと思うの」

「……どうして？」

「真祐さんは、その性癖……？　みたいなものを受け入れてくれる恋人を作った方がいいと思う」

　スカートの生地をギュッと握り、俯きながら由紀は声を振り絞って伝える。

　こんなことを言わなきゃいけないのが悲しい。いくら大好きな真祐の願いでも受けなければよかった。涙腺が緩みそうになるのを堪えて言い募る。

「由紀、もしかして好きな男ができた？」

「えっ？」

　必死の表情の真祐が身を乗り出して尋ねると、意外な問い掛けに由紀が顔を上げ戸惑いの声を上げる。

「まさか！　それは絶対にないよ。だって、このままじゃよくないもの。真祐さんは、恋人ができても私とこんなことを続けるの？　私、見たんだよ、木曜の夜に駅で女の人と待ち合わせていたのを。以前バーで会った人だと思うけど……私、真祐さんが誰かと付き合う姿を見たくない」

「由紀、念を押すけど、好きな男ができたわけじゃないんだな？」

「はい」

　女性のことはお構いなしに、由紀に好きな男性ができたのではないかとそればかり気にする真祐を怪訝そうに見つめながら、由紀は簡素に否定した。

「……よかった。俺、今日の由紀の態度がおかしかったから、もしかしてフラれるのかと思って気が気じゃなかった」

「振ら……？」

「あのさ、俺が由紀のほかに恋人を作る必要がある？　好きって言ったのに伝わっていなかったのは俺の言葉が足らなかったせいだよな？　俺は由紀と恋人同士になりたいんだよ」

「えっ？」

　驚く由紀に真祐ははっきりと告白した。

「いつ言おうか……って、ずっと考えていた。由紀があんまり一生懸命で可愛くて、本当のことを言ったら怒って俺の前から消えるんじゃないかって、怖かったんだ」

「えっ……と、何のことを言っているの？」

「俺、ずっと前から由紀が好きだった。でも、俺達は幼馴染であまりにも距離が近すぎたから自信が持てずにいたんだ。由紀が十八歳になった時に告白しようとしたんだけど、全然気がついてもらえなくて……その内、お互いに忙しくなってなかなか告白できなかった。だから、海外赴任が終わったら絶対に由紀に想いを伝えようと決心していた。由紀……正式に俺の恋人になって欲しい」

　由紀は呆然としていた。真剣な表情の真祐に言い募られたものだから、焦ってしまって内容が頭に入ってこない。

　真祐は身を乗り出して切々と自分の気持ちを伝えてくれる。話を聞いている間に由紀も落ち着いてきて、真祐の話していることが理解できはじめた。

（真祐さんが私を本気で好きだったってこと……なのよね？）

　今日お別れするかもしれないと恐れていたのに、まさか交際を申し込まれるとは思ってもいなかった。真祐に愛されていたことを知って嬉しさが込み上げてくるけれど、意味不明な説明が気になる。

「真祐さん、どうして私が怒らなきゃいけないの？　本当のことって何？」

「ごめん。話が見えないよな。由紀の首を齧りたい性癖の話、実は嘘なんだ」

「えっ……嘘？」

「同僚の性癖を自分のことのように説明して、由紀に関心を持ってもらおうとした。由紀の優しさにつけ込んだ俺は最低だ。申し訳なかった」

　真祐は頭を下げて由紀に謝った。

　話の流れが掴めた時、由紀は『嘘だったんだ……』と、肩の力が抜けてしまった。だってあの時、めちゃくちゃ緊張して真祐に首を差し出したのだから。……でも、由紀だって同罪だ。真祐の性癖に付き合っていながら、心の中では触れられることが嬉しかったのだから。

「そんな、正直に言ってくれれば、それでよかったのに」

「一度告白してスルーされたから、普通のことをしてもダメだって思っていた」

「スルー……？」

「ほら、由紀の就職祝いに呼ばれた時、『付き合う？』って俺が言ったら、由紀は真っ青になって拒否したの覚えてない？」

「あ……」

　互いの家をよく行き来していたから、由紀の就職祝いに真祐の家族を呼んで食事会をしたことがあった。

（そう言えば……あの時、お父さんが真祐さんに『由紀を貰ってくれないか？』と冗談混じりの本気で言ったことがあったような……）

「おじさんの言葉はめちゃくちゃありがたかったけど、由紀に『めっそうもない』って拒否られて、俺は木っ端微塵に振られたんだよ。後で二人っきりになった時にもう一度声を掛けたけど由紀に避けられちゃって、しばらく立ち直れなかった」

「思い出した！　お父さんが真祐さんに私を押し付けるようなことを言ったから、気を使ってくれたんだとばかり……迷惑を掛けちゃいけないって思って必死で拒否したの。本気で言ってくれていたなんて、全然気が付かなかった」

　最初から本当のことを言ってくれればよかったのに、こんなに回りくどいことをする必要があったのだろうか？　そう思ったけれど、真祐の立場になれば、なんとなく理解はできる。

「俺、由紀のことになると、必死になり過ぎて空回りしがちだから、ずっと気持ちを抑えて接していたんだよ。そんなんだから、余計に伝わりにくかったのかな？」

「ううん、私が鈍いんだよ。でも、嘘なんてつかなくても、ずっと私は真祐さんのことが好きだったのに」

　そう話しながら由紀は、真祐に触れたくて手を伸ばしかけた。でも話はまだ終わっていない。大きく息を吐き、はやる気持ちを押さえつける。

「ありがとう。今は由紀が俺のことを好きだってことはちゃんとわかっている。でも、俺の嘘から始まった関係だったから自信が持てなかった。由紀、俺と結婚を前提として付き合ってください」

「嬉しい……。はい！　よろしくお願いします」

　由紀の返事を聞いて、真祐は心底ホッとした表情になる。由紀を抱き締めたくて、椅子から立ち上がったところに、ブザーが鳴った。

「食事が来たね」

　待っているホテルスタッフには申し訳なかったけれど、由紀はドアに向かう真祐の背後に駆け寄り胴をギュッと抱き締めた。

「由紀……」

　真祐は振り返り由紀を強く抱き締め……そして、腕を解いてドアを開けたのだった。

　その後、二人で食事を頂いている時に由紀は気になっていたことを再度尋ねた。

「そういえば真祐さん、あの女性のことを話してもらって無いです。あの人とはいったい……？」

「彼女は同期の野島のアシスタント業務をしている人だ。あの日はキャンプのメンバー数人と野島の家に集まったんだけど、住所がわかりにくいから同行してくれと請われて待ち合わせをしたんだ。バーで会った時も由紀がいるのに同席したいなんて言っていたから、常識のない人なのかもしれないと思って警戒はしていたんだけど……由紀、それってヤキモチだよな？」

「知りません！　私すごくショックだったんだから」

　拗ねて俯くと髪を撫でられる。

「嫌な思いをさせて悪かった。でも俺には由紀しか見えてないから、そんな心配はいらないよ」

「だって、真祐さんは素敵だから、平凡な私は釣り合わない気がして心配になるんだもん。こんな風に考えちゃいけないんだけど」

「由紀は平凡なんかじゃないよ。俺にとって特別な人だ」

「特別？」

「そう、何にも変えられない特別な女性だ」

　肩を抱き寄せてられて頬が撫でられる。そのまま顎が上向きにされ、落ちてきた唇は甘く由紀の官能を目覚めさせていく。

　強く唇を押し付けられ、絡ませた舌の奥深くを探られて呻きにも似た声が漏れる。大きな掌が服の上を忙しなく動き胸を強く掴まれる。

　そのまま荒々しく揉まれ、敏感になった先端が刺激される。肌がゾワゾワと粟立ち、体の中心が甘く震える。

　今は昼間だけど、ここはホテル。声が漏れても大丈夫なのだろうか？　少々気になりながらも、求められていると思うと嬉しくて愛撫に夢中で応える。

「由紀、ベッドに行こう」

「ん……」

　シャツのボタンを外す真祐の指を見ていると、これからの行為を想像して期待でゾクゾクしてくる。

　ベッドに腰を掛け洋服を脱いで椅子に掛ける。後ろ手で繊細なレースのブラのホックを外そうとしていると、真祐が簡単に外して後ろから胸を愛撫される。

　背中に熱い体を感じながら右の首筋が吸われ、乳房の先端が指で摘まれると愉悦が込み上げて頭がのけ反る。

　鎖骨に沿って舌が滑り、髪の毛が片方に流され露わになった首筋に吸いつかれた。

「あ……っ」

　チクッと痛みが走り、跡をつけられたのだと気が付く。これも真祐の独占欲の表れだと思うと、愛おしさが込み上げてくるから不思議だ。胸を弄られる一方で敏感な首筋や鎖骨までを吸われ、由紀は首をのけぞらせて愉悦に咽ぶ。

　片手がお腹からそ径部を這い、ショーツ越しに恥丘を撫でる。薄い布越しに触れられるともどかしくて、直に触って欲しいけれど言い出せない。

「や……」

「由紀、なにが『や』なの？」

　そう言って耳朶を甘噛みされ、赤く染まる乳房の先端が強く摘まれる。ソクゾクッと痺れるような快感が走り体が震えてくる。

「あぁッ……！」

　腰を持ち上げられてベッドに四つん這いの体勢にされショーツが外される。そのままヒップを掌で円を描くように撫でられて追わず声を上げる。

「やぁ……恥ずかしい……っ」

「由紀そんなこと言っても、ここ……すごく濡れてる」

　熱い手で秘所が覆われる。滑るそこを軽く撫でられるとそれだけで腰が揺れ、蜜口が赤く染まり『触って』と誘うようにヒクつく。

　愛液で滑るそこに長い指が入り込むと淫らな水音が奏でられる。硬い尖りを蜜に塗れた指でゆっくりと何度も撫でられ、堪えきれず由紀は声を上げた。

「あっ……あぁん……あ、あぁっ……！」

　由紀は愉悦に咽びながら腰を震わせる。

「真祐さ……っ、お願い……もっと……」

「由紀、もっと触って欲しいの？」

　甘く尋ねながら由紀の耳朶を噛む。

「ひぅ……」

　四つん這いのままで振り返ると、真祐の手が顎に添えられ唇が塞がれる。感情が迸るようなキスは激しくて、舌が持っていかれそうなほど吸われ、互いの唾液が熱く混ざりっていく。

　不自由な体勢で落とされたキスは互いの感情を震わせて、もっと溶け合いたいと願う。

　長い指が中にクチュンと入ってくると由紀は身を震わせて喘いだ。蜜で満ちた隘路を行き来する指に中壁を擦られると、ビクン！　と腰が揺れる。

「……っ、あぁ……」

「ここ、感じるのかい？」

　問い掛けられても首を上下に動かすのみで返事ができない。ただ喘ぐだけだ。

「……んっ！　んぁっ！　あっ、やぁ……っ」

　グチュグチュと蜜がとめどなく流れる。感じる内壁を何度も擦られている内に愉悦が波のように押し寄せてきて、由紀は喘ぎながら小さく達した。

　ベッドに肘を付き、腰を大きく突き出して脱力している由紀に真祐は囁く。

「由紀……入れるよ」

　肩越しに振り返ると、真祐が欲情に濡れた瞳でこちらを見つめている。手にした避妊具を歯で開けて素早く付けると、猛る剛直を滑る蜜口から花弁にかけて擦り付けてくる。真祐の性急で動物的な動きに由紀の官能が揺さぶられ、疲れ切っていたはずなのに何度も繰り返されて疼くような悦びにいつしか腰を揺らせていた。

「あっ……はぁ……っ、はぅ……」

　グチュンと先端が柔襞を割って入り込む。そのまま昂りをグイッと押し込まれ、強烈な快感に声が漏れる。

「はぅッ！」

　思わず漏れた大きな声に自分でも驚いてしまう。恥ずかしいと思ったのも一瞬で、突き上げられる衝撃に必死で身構える。

　剥き出しのヒップに肌が激しく当たって乾いた音が部屋に響く。突かれるたびに嚢袋が花弁を擦り地味に快感を誘う。

　内壁を擦りながら入ってきた屹立にゴリゴリと奥を突かれ、苦しさと快感の間で甘く呻くしかできない。一旦抜ける寸前まで腰を引かれゆっくりと入ってくる。

　スローな抽送を何度も繰り返され、快感に足が震えベッドに倒れ込みそうになる。肘をついて荒い息をつくと、真祐が乱れた息で声を掛けてくる。

「大丈夫か？」

「だいじょう……ぶ。はぁ……っ、キッつい。おっき……っ」

　腰を引かれ屹立が抜ける寸前で、ズン！　と押し込まれて衝撃で体が揺れる。中を抉るように穿たれ最奥を何度も突かれると、重苦しいような快感に中壁が剛直に絡みつく。

「あぅ……っ！」

　乳房が揺れてシーツを擦る。真祐に征服されているような感覚が嗜虐的で、背後から突かれるたびに気持ちが昂ってくる。

　柔らかい枕に片頬を付き必死に息をするが、体の内側が波打つような感覚に気が遠くなりそうだ。

「由紀っ……すごい吸い付いてくる……っ、持っていかれそうだ」

「やぁ……っ」

　剛直が押し入ってくるとグチュグチュとした水音とベッドが軋む音が耳をかすめるが、それさえも気にならない。

「由紀……いやらしくてすごく可愛い……あぁ、そんなに気持ちいいのか？」

　真祐の問い掛けに由紀は返事もできないで、ただ喘ぐのみ。

「あぁッ！　あ、や、まひ……ろさ……」

　角度を変えて激しく挿入された剛直に最奥を穿たれ無意識に大きな声が漏れた。重苦しく薄い快感が激しい愉悦に変わりガクガクと震える腰を制御できない。

「……ぅあ……っ！」

　中の剛直を締め付ける痙攣が続き、由紀は枕に顔を埋めて呻いた。遠くで真祐の声が聞こえる。

「う……っ、由紀……っ、ぁいして……るっ……あぁ……イク……ッ！」

　薄い膜越しに精を放たれ、膣道がまるで全てを搾り取ってしまいたいとでもいう様に剛直を激しく締め付ける。由紀はそれを止めることもできず、麻薬のような強すぎる快感に声を枯らせて喘いでいた。

「……んぁっ！　あぁ……ッ」

　体の力が抜けて、うつ伏せのままシーツに沈み込む。突き出した腰から真祐が離れ、まだ硬い屹立がゾロリ……と抜かれると、由紀はその刺激にまた声をあげる。

「あ……っ」

　自由になった体を横たえ弛緩すると、避妊具を処理し終えた真祐が隣にドサッと横たわった。

　軟体動物みたいになった由紀の体が抱き締められてキスが落ちてくる。行為の後の深く甘いキスは、愛情の濃さに等しく感じられて、由紀は夢中で応えていた。

「すごかった……由紀、大丈夫か？」

「大丈夫だけど、感じすぎちゃって恥ずかしい」

「俺は感じてくれてすごく嬉しかったよ」

「本当？」

「……うん」

　その後会話が続かないのを不思議に思って由紀が顔を上げて見ると、真祐はすでに意識を手放して寝息を立てているではないか。

（えっ……寝ちゃったの？）

　強烈な眠気に逆らうのは至難の技なのか？　寝入りの速さに驚いたけれど、由紀も眠くなってきたので、真祐に抱かれたまま眠りに落ちていった。

　泥のように眠って、昼寝から目覚めたのは午後七時だった。気怠い体で起き上がってボーッと部屋を見渡した。

　食べかけだった昼食は片付けられて、真祐がベッドに腰掛けスマホを操作していた。秒で寝落ちした割には回復が早い真祐の体力が由紀には羨ましい。

　真祐が目覚めた由紀に気がついて、笑顔を向ける。

「由紀、これから明日に掛けて何か用事ある？」

「ううん。部屋の掃除くらいかな」

「じゃあ、俺のマンションで過ごさないか？　で、明日は指輪を選びに行きたいと思うんだけどいい？」

「……いいよ！」

　指輪を選びにお出かけをすると聞かされて、由紀は頬を染めて頷いた。急に元気になって、上掛けを体に巻きつけてシャワールームに急ぐ。

　チェックアウトをして真祐のマンションに向かう前に、着替えが欲しかったので由紀のマンションに立ち寄ってもらう。

　一緒に部屋に上がりトートバックに着替えを入れていると、真祐がボソッと呟いた。

「今日明日だけじゃなくて、なんなら多めに着替えを持ってきてくれてもいいんだけど」

「……いいの？」

「いいも悪いも、その……結婚したら俺のマンションに引っ越してくれるんだろう？」

　真祐が少しだけ不安そうに由紀に尋ねる。

「あ……そ、そうだね。じゃあ、もう少し待ってね」

　結婚して真祐のマンションに引っ越す……想像しただけで、嬉しさでいっぱいになる。通勤は楽になるし、あの素敵なマンションで一緒に暮らせるなんて夢のようだ。

　一瞬にして真祐との新婚生活のあれこれを妄想して、頭がパンクしそうなくらい嬉しくて仕方がない。

（どうしよう。幸せすぎて怖いんですけど……）

　結局、旅行用のバッグに多めの着替えやスマホの充電器などを入れて部屋を出る。車で真祐のマンションに向かう道すがら、由紀は今まで以上の安心感に包まれて幸せだった。

　憧れだった真祐に再会して、ちょっとゴタゴタしたけれど告白され明日には指輪を選びにジュエリーショップに行く……一連の奇跡のような出来事が、自分には分不相応な幸せに思えて怖くなる。

　朝になって目覚めたら自分の小さなマンションの部屋で一人ぼっちで、あれは全部夢だった……なんてことにならないといいのだが。

（これが夢なら、一生醒めないようにして欲しいなぁ。神様お願いします！）

　そうお祈りしながら、車窓の風景を眺めていると、信号待ちで真祐がこちらを不思議そうに見る。

「難しい顔をして、どうした？」

「えっと、幸せすぎて夢じゃないかって……」

「ははっ。それを言うなら俺もだよ。子供の頃から、由紀は俺の精神安定剤で元気の源だった」

「私、そんなにいいもんじゃないよ」

「あのさ、由紀は覚えてないんだろうけど、俺お前の家族と一緒に暮らした時期があったんだよ。その時に随分とお前に助けられた」

　運転に集中しながら、真祐は懐かしそうに子供の頃の思い出を由紀に話してくれた。それは由紀が全く覚えていない話だった……。




　真祐の父が海外に転勤したのは小学六年生の秋、どうしても日本で小学校を卒業したくて、半年間由紀の家で暮らしたことがあった。

　日本を離れたくない真祐は気持ちが不安定で、それを由紀の両親は優しく見守ってくれた。

　そして、由紀は真祐の側を離れずいつも一緒にいた。夜遅くまで勉強をする真祐のそばにいて、時々真祐のベッドで寝落ちするので、由紀の部屋まで運ぶのは大変だった。

「真祐、真祐って、俺の恋人気取りだった」

「嘘ぉ、恥ずかしい」

　全く覚えてない由紀に真祐が笑って言う。

「親父の赴任先に行くのが嫌でピリついていた俺に、由紀はお構いなしにくっつくんだ。『真祐おんぶして』とか、『お菓子買ってきて』とか、俺をパシリに使うんだよ。とにかく、誰もが腫れ物扱いだった俺に、唯一好き勝手ができたのは由紀だけだった」

「私ったら……」

「あの頃、由紀は小学三年生だったか、三月の終わりが由紀の誕生日で、一緒にお祝いしようって約束したのに、約束を守れず俺は日本を発った」

　真祐は心残りだった過去のエピソードを懐かしそうに語ってくれるけれど、由紀は全然覚えてなくて申し訳なく思った。

　しかし、子供の頃から真祐が自分のことを大切に想ってくれていたのかと思うと、嬉しさで胸がいっぱいになる。

　真祐はさらに思い出話を続ける。

「それから二年後、帰国したら由紀はすっかり女の子らしくなって、俺が話し掛けても恥ずかしそうに俯くんだ。思春期なんだってわかっていたけど、ちょっと寂しかったな」

「なんだか、色々とごめんなさい」

「いや。由紀はあの時も今も、ずっと俺の特別だよ」

　さらりと胸に響くことを言ってくれる。真祐はいつも特別扱いしてくれていた。自分の自信のなさで、それに気が付かず真祐を疑ったことが由紀は恥ずかしかった。

　由紀はそれを謝るのではなく、感謝の言葉に変えようとする。

「真祐さん、ずっと私を好きでいてくれてありがとう」

　マンションでは、遅い夕食を真祐が作ると言うのでお願いする。残り物を使った炒飯だったが、冷凍した野菜やご飯を使った料理は想像以上に美味く二人は夢中で食べたのだった。

　料理の腕前を褒めると、真祐から意外なことを聞かされる。海外での三年間、心と体の健康を維持するための手段が料理だったと言うのだ。

「ロンドンにも日本食レストランはあるけど、値段と味が釣り合っていないし、栄養面を考えると外食ばかりもしてられないからね。自分で作らないと飢えてしまう。それに、海外での生活は不安だらけで心も弱るから、料理がいい気分転換になったんだ」

　大袈裟だと思ったけれど、真祐の体格を見れば納得だし、かといってサプリやプロティンだけ摂って貧相な食生活を送るタイプでもないから、自炊は不可欠だったのだろう。ロンドンでの一人暮らしを三年間もよく耐えたなと感心する。

「確かに、この体を維持する食生活をするには努力が必要よね」

　そういって筋肉のついた腕を撫でると、真祐が熱っぽい眼差しを由紀に向ける。

「由紀、シャワー浴びたから風呂はもういいね。そろそろ寝る？」

「そうだね」

　昼間に体を合わせて疲れ切っていたから、もうしないのかと思っていたが、真祐の目を見て考えが甘かったと気がついた。




　真祐に手を引かれ足元灯に導かれるように寝室に入ると、枕元を照らすランプが淡く部屋を灯している。

　ベッドに腰を掛け洋服を脱ぎながら、慌ただしくも幸せな一日を振り返っていた。ブラを外し真祐に視線を向けると、全裸の後ろ姿が目に入り一気に動揺する。

　毎度のことながら真祐の体を直視した時のインパクトの強さに慣れない。ショーツを脱ぐ手が震えまごついていると、背後から体を持ち上げられてベッドに転がされる。

「きゃっ」

「悪い！　もたもたしているから、待ちきれないよ」

「もうっ！　びっくりした」

　口を尖らすと、チュッと軽いキスが落ちてくる。

「由紀、両手をバンザイしてみて」

　突然の要求に戸惑うも素直に従う。

「こ、こう？」

「うん。しばらくそのままにしてくれる？」

「いいよ」

　安易に約束したのだが、腰に跨った真祐がその姿を眺めてニンマリしているので、なんとなく不安になる。

「どうして眺めているだけなの？」

「胸が盛り上がって乳首が可愛く上を向くわけ。絶景なんだよ」

「えっ……」

　真祐だって由紀から見れば絶景なのだけど、それは黙っておく。

　真祐がサイドチェストの引き出しから避妊具を取り出し装着を始める。すでに硬く起立している屹立に薄いゴムが被せられる様子を直視できなくて由紀は目を伏せた。

　そんな由紀を真祐は甘く揶揄う。

「由紀、どうした？　俺のをちゃんと見てくれよ」

「う、うん……」

　薄い膜を付けた状態で震える屹立を見つめている内に、これが自分の中に入ってくる様を思い出して体が熱くなる。

　その様子を真祐に見下ろされ、恥ずかしさで乳房の先端が硬く尖ってきた。早く触って欲しい。ううん、それより舌でしゃぶって欲しい。

　由紀は妖しく微笑む真祐に『お願い』をした。

「真祐さん、ねぇ……しゃぶって」

「由紀……」

　お願いに応えるように、真祐が上半身を屈めて覆い被さってくる。にゅる……と先端が熱い口腔に包まれて吐息が漏れる。音を立てて吸われ時に甘噛みされて、由紀は首を仰け反らせて喘ぐ。

「あっ、あっ、あぁ……ッ！　あっ、もっ……とぉ……」

　髪の毛に指を這わせくしゃくしゃに弄りながら嬌声を上げる。腫れ上がった先端は、真祐の舌で赤く染まり、甘い匂いを醸す果実のよう。

「あぁ……由紀、いくら抱いても抱き足りない……愛してる」

「……っ、わ、私も……真祐さん、あ、愛しているよ」

　愛なんて言葉、自分の口から出てくるなんて思ってもいなかった。でも真祐はこの世で一番由紀をわかってくれて、由紀の全てを知っているただ一人の恋人だ。

　噛み付くようなキスを受け、夢中で受け入れる。熱い舌が絡み付き、口腔内の全てが溶け合っていくかのようだ。盛り上がった胸が愛撫で形を歪ませる。先端を指で捏ねられジンジンと甘ったるい愉悦が体に広がっていく。

「んんっ……ぁや……きもちい……」

　腰に擦り付けられる屹立に刺激され、足の付け根が愛液で塗れ水音が微かに耳に届く。中はもう十分に潤んで準備は整っている。由紀は真祐の耳元で囁いた。

「真祐さん……入れて欲しいの……」

　真祐が艶っぽい眼差しをこちらに向けて微笑み掛ける。片方の膝が掴まれ滑る蜜口に昂りが押し当てられ、そのままズブズブと埋められていく。

　十分すぎるほどに潤っているけれど、剛直が狭い中を押し広げて進むと、望んでいたはずなのに、その圧迫感に喘ぐ。

「うぅ……ッ！」

　真祐がゆっくりと息を吐いて甘い眼差しを向ける。

「由紀……すごく締め付けてくるよ」

　真祐が少し身じろぎをしただけで中壁が蠢き、甘く切ない快感に由紀は身を捩る。

　腰が引かれ、全身の体重を掛けながら最奥まで貫かれる。ゆっくりとではあるけれど、抽送を繰り返えされる内に切なさは激しい愉悦に変わっていく。

「あっ……真祐さ……、あっ……ぁあ……っ」

　由紀はベッドの上で真祐に組み敷かれて快楽に声を枯らせて喘いだ。

　頭上に伸ばされた両手は真祐にしっかりと握られ、繋がったまま全身にキスの雨を受ける。胸の間が尖った舌で撫でられ、ビクッと体が震える。中壁が連動するように硬い楔を締め付け、跨った真祐が「うっ」と呻いた。

　真っ赤に腫れた乳房の先端が熱い口腔に包まれ強く吸われると、中壁が戦慄き愉悦が増していく。のしかかられたまま腰を小刻みに揺らされて、由紀の口から熱い吐息が漏れる。

「はぁ……っ、あ、気持ちいい……」

　乳房の先端が真っ赤になるほど愛撫を繰り返され、喘ぐ由紀の唇が喰らいつかれて吸われる。

　いくら達しても足りないくらい、互いに我慢をした時期は長かった。それを今夜だけでは埋められないが、真祐の行為は止まらない。

　深く口付けられながら突かれ、リズミカルに浅い中壁が抉られる。その度に由紀の甘い声が響く。

「ぁうッ……んっ、……んぁ……っ……はっ……はぁ……っ」

　永遠に続くかと思われた抽送が唐突に終わり、真祐が欲情で潤んだ瞳を向けて囁く。

「由紀……俺、本当に幸せだ。今こうしていることも、夢じゃないかって思う」

「真祐さん……私もっ！」

　唇に噛みつかれ、舌を絡ませ互いの唾液が混ざり合う。

　繋がれた手が離れ、由紀は真祐の広い背中に腕を回して強くしがみ付いた。全身が硬い筋肉に覆われた身体は熱く。汗でじんわりと湿っている。

　獰猛な獣みたいな身体だけれど、全然怖くない。

（私の大事な獣さん……大好き）

　由紀は愛しさのあまり、心の中で真祐にそんな声掛けをしていた。

　互いの目を見つめ合いながらキスは深まる。真祐の舌先から蜜が出ているのかと思えるほどにキスは甘く、それでいてどこか必死な真祐の眼差しに気持ちが昂り秘所から愛液がトロリと溢れ出てくる。

　真祐の小刻みな律動に、中壁が収縮しながら絡みつき、由紀の背がゾワゾワッと愉悦に震える。

「ふぁっ、あ、やぁ……っ、きもちい……っ、ぁあ……っ」

「あぁ……由紀」

　真祐がため息を漏らし、その後に深く口付けてくる。そのキスのさなか、腰がズン……！　と穿たれて楔が最奥を抉る。子宮口まで届く勢いで何度も突かれ、頭が真っ白になるような快感にまみれる。

「はぁんっ！　はぁ……っ、あぁ……ん、ぁんっ、あぁっ」

　由紀の内壁は激しく痙攣し楔を締め付けて離さない。快感に耐えきれず真祐が熱い息を吐いた。

「……くっ……由紀……っ」

「真祐さんっ……！　はぁんッ！　はぁ……っ、あ、や、あぁぁーーー！」

　精が薄い膜の中に放たれたのを感じながら、由紀は激しい快感の海に沈んでいった。

「ゆ……き、由紀……？」

　水中から上がるように、由紀はハッと気が付いて目を開く。真祐の顔が間近にあり、少し心配そうにこちらを見つめている。

「あ、真祐さ……」

「イッたあと動かなくなったから、どうしようかと思った。大丈夫？」

「ごめんなさい。気持ち良すぎて意識が……」

　由紀はなんだか恥ずかしくて真祐の目が見られない。気持ち良すぎて失神するなんて恥ずかしい。

　しかし、真祐は嬉しそうに由紀の髪を撫で、妖艶な眼差しで耳元に唇を近づけて囁く。

「そんなに気持ちよかったなら、もう一回……する？」

「……え？」







７　ハッピーエンディング








　翌日、真祐が前日に予約していたジュエリーショップに向かうと、別室に案内されていくつかの指輪を見せられた。

　婚約指輪だけじゃなくて結婚指輪も選ぶことになって若干戸惑ったけれど、改めて行く手間にならないのでいいかなと、真祐の合理的な考え方に共感した。

（ま、真祐さんのすることなら、なんでも許せるんだけどね）

　婚約指輪はシンプルなダイヤモンドを選び見本を指にはめてもらうと、由紀の白く華奢な指によく似合っていた。ここにきてやっと本当に結婚するんだという実感が湧いてきた。

　結婚指輪も選んで店を出たら、お茶を飲むことにして手を繋いで歩く。

　そういえば、再会した夜から真祐は、歩く時には必ず由紀の手を握っていた。ずっと好きだったと言われて驚いたけれど、行動にはブレがなかったのだと今になってわかる。




　真祐は借りっぱなしだった車を月曜の仕事帰りに実家に戻すらしく、月曜の朝は会社に送ってもらい、由紀は誰もいないフロアで一人早めに仕事を始めていた。真祐のマンションに持参した洋服の中から選んで身につけたので、普段と変わらない装いができた。

　広いフロアは寒々としているけれど、朝から仕事が捗った。一息入れようと自販機でコーヒーを買い自分の部署に戻っていると、泉美にばったり会った。

「あれ？　由紀早いね、どうしたの？」

「うん。車で送ってもらったの」

「誰に？」

　そう聞かれて由紀は言葉に詰まる。首を傾げる泉美を前にして、真祐とのことを身振り手振りで説明しようとしているうちに、色々と思い出して顔が熱くなってきた。

「ちょっと、由紀どうしたの？　顔が真っ赤だよ」

「あの……ね、真祐さんに送ってもらったの。後で報告するからランチに行かない？」

「いく！　何か進展があったんだね、楽しみー」

　泉美が何と言うか気になったけれど、きっと喜んでくれるに違いない。由紀もランチが楽しみだった。

　ランチで結婚することになったと報告すると、思いっきり驚愕された。

「なんなのその展開の速さ！　どういうこと？」

「うん……なんかね、ずっと好きだったって言われて……」

「ぎゃー！　そうなの？　萌えるぅ」

「泉美ったら……あ、それでね、日曜日に指輪を決めてきたの」

「マジで？」

　言葉を失った泉美だったが、しばらくして息を吹き返し、冷たいお水をクイっと飲んだ。由紀は、思いっきり泉美を驚かせたことを申し訳ないと思いつつ、どうしても嬉しさが先に立つ。

「ちょっと待って！　真祐さんって、どんだけ焦ってるの？　てか、結局両片想いだったってこと？」

「う、うん……そうだった」

「なんだよそれー！」

「い、泉美ったら、声が大きい」

　興奮した泉美を宥めながら、『そうですよね、私だってびっくりしてます』と内心で呟く。

　結婚式のある無しに関わらず、入籍したら知らせてね。と泉美に言われて頷いた。昼休み終了のギリギリまで話しこんで急いで会社に戻る。




　お互い一緒に過ごしたいものだから、その週は真祐のマンションで過ごす日が多かった。結局、土曜日には真祐の会社のキャンプに参加することになって、真祐の同期で友人である野島の車に同乗してキャンプ場に向かう。

　野島に挨拶をした折に真祐の口から婚約者だと紹介されると、大変驚かれながらも祝福をされた。

　野島は真祐に勝るとも劣らない容姿の男性だったことに由紀は驚き、真祐の会社にはイケメンが多いのかもしれないと想像していたが、キャンプ場に着いて参加者を見るとそうでも無いことがわかった。真祐と野島が特別だったのだ。

　会社の人達にも『俺の婚約者』と紹介されて由紀の頬が染まる。照れくさいけれど、ちゃんと紹介してもらえたことが嬉しい。

　キャンプ場は小高い丘にあり肌寒かったので、少しダウンが入った軽いジャケットを持ってきておいてよかった。

　テントを設営していると、遅れてやってきた車から女性のグループが降りてきて皆に挨拶をする。その人を見て、由紀は（あっ！）と声を上げそうになった。

　最初はバーで声を掛けてきて、二度目は駅で真祐と待ち合わせをしていた女性だった。あの時、モデルみたいな外見の彼女を見て由紀は劣等感を募らせたが、今日もアウトドアウエアをオシャレに着こなしてかなり目立っている。

　少し離れた場所でテントの設営をしているにもかかわらず、女性は真祐の元に真っ直ぐ走ってきた。由紀は真祐の足元で作業をしていたのだが、こちらには全く目もくれない。

「神坂さん、お疲れさまで〜す。お一人ですか？　よかったらお手伝いしましょうか？」

「お疲れさまです。いや、助手がいるので大丈夫です。紹介します、安藤由紀さん。俺の婚約者です。由紀、彼女は野島のアシスタントの秋あき川かわさん」

　由紀が立ち上がると、目を釣り上げた秋川がギラッとこちらを睨みつけてくる。

　そんなに敵視しなくてもいいと思うが、彼女のこれまでの行動を見る限り真祐に好意を寄せていたのは間違いないので仕方ない反応なのかなと思う。

　せっかくのキャンプだから友好的に過ごしたいのに、秋川の態度は残念だった。それでもきちんと挨拶を交わそうと明るく声を掛ける。

「はじめまして、安藤と申します。真祐さんとはお付き合いをしております。今回、飛び入り参加させて頂きました。よろしくお願いいたします」

　丁寧に挨拶をして頭を下げると、さすがに真祐の目の前で敵対的な態度はとれないようで、秋川は短い挨拶を返してきた。

「秋川です。よろしくお願いします」

　秋川がいなくなると真祐が由紀に笑顔を向ける。

「由紀が駅で見たのは彼女だったんだろう？」

「あの方です」

「これで、俺とはなんの関係も無いことが、確実にわかってくれた？」

「まぁ、なんとなく」

「ん？　含みのある言い方が怖いんだけど」

　疑いがスッキリと晴れないので、真祐は気に入らないようだが、秋川は真祐の死角で由紀を睨みつけるような女性だ。恋愛経験の浅い由紀にだって、その手の同性を見分ける眼力はある。

　でも、真祐は秋川のあからさまなアプローチを完全無視しているようなのでそこは安心したし、帰国して少ししか経っていないのに同僚達といい関係を築いているし、人望があるように見えて由紀は嬉しかった。

　キャンプの参加者は女性ばかりのグループやカップル、男性一人での参加など様々だ。由紀が来なければ、真祐は野島と一緒のテントで寝泊まりするはずだったらしい。

　この二人は仲がよくて、野島は少し離れてはいるけれど、真祐の隣でテントを張っている。全員の設営が終えると、バーベキューが始まった。

　真祐と手を繋いで向かうと、野島が肉を焼く役目で、皆楽しげに飲み食いをしている。

　由紀も真祐の隣でビールを飲みながら、焼けた肉や野菜を頂いていた。その内、真祐が野島に呼ばれて席を立つと、真祐が座っていた席に秋川がやってきて座る。

　手にビール缶を持ち、かなり酔っているようでフラフラしている。

「安藤さんだったよね？　神坂さんとはいつから付き合っているの？」

　秋川は見た感じでは由紀より年上なのはわかっているけれど、いきなりのタメ口に少し驚く。それに、いつからと聞かれてちょっと困ってしまった。そんなことまで説明する必要などないと思ったのだが、とりあえず穏便な会話に徹することにする。

「あの、最近です」

「えっ？　もしかして帰国後ってこと？　どこで出会ったんだろ。安藤さんって見かけはおとなしそうなのに、すごいやり手なのね。いったいどんなテクを使ったの？」

　上から下まで、由紀の全身を舐めるように見て下卑た言葉を吐く秋川を由紀は目を丸くして見つめた。かなり失礼なことを言われたけれど、由紀は怒りよりも驚きで言葉を失っていた。

　秋川の質問に答える義理は無いが、波風を立てないように事実だけを伝えることにした。

「交際が始まったのは帰国後です。知り合った場所は実家です。それと、私は『すごいやり手』ではありません」

「実家ってどういうこと？」

「……」

　失礼な発言を謝りもしない秋川に根掘り葉掘り聞かれて困惑していると、ありがたいことに真祐が戻ってきた。

「秋川さん、悪いけど椅子を返してもらえるかな」

　声を掛けられて立ち上がったが、いきなり真祐のシャツの袖を掴んで、秋川はかん高い声をあげる。

　婚約者である由紀の目の前で真祐に迫る姿は異様に感じられた。

「あっ、神坂さんっ！　あのっ、お話があるんですけど」

「話？　仕事の話なら会社でしてもらえますか？　とは言っても、秋川さんとは仕事上の接点はほぼ無いですよね」

「でも……ちょっとでいいから、静かな所でお話できませんか？」

　どうしても真祐と二人っきりになりたいのだろう。真祐が秋川の意図を理解しているのかはわからなかったので、由紀はハラハラしながら会話を聞いていた。

　すると、真祐が秋川の手を払い由紀に甘い声を掛ける。

「由紀、野島が大きなホタテを焼いているから行こう」

「あっ……はい」

　由紀の腰を抱いて寄り添いながら、真祐は秋川を振り返り冷たい声で告げた。

「俺の大事な婚約者に絡んでいたようだけど、金輪際やめてもらえますか？　それとも、野島のところに一緒に行って、今の行動について話をします？」

「……い、いいえ」

「そうですか。では、失礼します」

　後ろを振り返ると、秋川がトボトボと友人の元に戻っていくのが見えた。真祐に半ば抱きかかえられるようにして歩きながら、由紀は庇ってくれた礼を言う。

「真祐さん、ありがとう。秋川さん酔っていたみたいで、色々聞かれてちょっと困っていたの」

「由紀を一人にした俺が悪い。バーでもしつこかったし、野島の家で集まった時もやたらボディータッチをしてくるから困っていたんだけど、まさか由紀にまで絡むとは思ってもいなかった」

「えっ、そうだったの？」

　初めて彼女を見た時に覚えた違和感は正しかったようだ。

　おそらく、このキャンプで真祐との距離を詰められると勝手に期待していたら、突然現れた『婚約者』に衝撃を受けて悔しくて言いがかりをつけに来たというところか。

　しかし、秋川の立場になって考えれば、憧れていた男性に婚約者がいることを知れば悲しくてたまらないだろう。憎まれ口を叩く行為は、百歩譲れば理解できるかも知れない。

（でも私は秋川さんみたいに恋敵にあんなことは言わないだろうなあ。だって自分が惨めになるもの）

　真祐が野島にチラッと秋川のことを話すと、すぐに由紀に謝ってくれる。

「安藤さん申し訳ない。彼女、仕事はそれなりにできるんだけど、我儘なところがあって僕もちょっと持て余しているんですよ。同僚として、キャンプの幹事としてもお詫びします」

　頭を下げられて慌ててしまう。

「そんなこと！　野島さんの責任じゃないです。でも、真祐さんがはっきりと拒絶していたから、もう無いと思います」

「申し訳ない」

　気を取り直して、美味しい魚介を頂いた後はそれぞれ好きなことをして過ごし眠る時間になった。このキャンプ場は午後十時までは騒いでもいいけど、それ以降は静かに休む決まりがあるらしく、皆自分達のテントに籠る。

「やっと二人っきりになれた」

　ランタンを灯したテントの中で、沸かしたお湯で紅茶を飲みながら、由紀と真祐は小声で話をしていた。指輪が届く時期や互いの両親に挨拶をする日、それから入籍日と正式な引越し日など、相談事は沢山ある。

　こんな展開になるなんて、帰国した真祐と再会した時には想像もできなかった。想像したとしても妄想でしかなかったのに、本当に夢のよう。

　式は別にしなくてもいいけど、写真は撮りたいとか、旅行には絶対に行きたいなどと話をしていると、フリースの裾から真祐の手が伸びて素肌を撫でる。

　由紀はビックリして手を押し留め、小声で真祐を止める。

「真祐さん！　だめ……っ」

「じゃあ寝ようか」

　そう言うと、寝袋を敷いて横になり由紀を誘う。テントいっぱいに敷かれた寝袋は二人用で、十分な広さがある。由紀は言われるがまま寝袋に入った。

　テントの外からは、虫の音と誰かが外を歩く音や話し声が微かに聞こえる。

　真祐がランタンの灯りを消して由紀をギュッと抱き締める。右を下にして寝ていた由紀の足を真祐の膝が割り、ピッタリと体がくっつく。

　真祐の胸に顔を埋めて横たわっていると、腰が押し付けられて硬いモノが足の間を突くのが感じられる。

「真祐さん……？」

　顔を上げると、月明かりに真祐の欲情した顔が映る。唇が塞がれ舌で口腔をなぞられると思わず声が漏れる。テントの中の音は容易に外に漏れるというのに行為が止まらない。

「ん……ふぅ……」

　舌を絡ませ強く吸われ、二人の息が荒くなっていく。温かい寝袋に包まれているせいでじんわりと汗が滲んでくる。由紀がジャケットのジッパーを下げると、気がついた真祐がキスをやめた。

「暑いな。脱ぐか？」

「Ｔシャツ一枚で寝ても風邪ひかない？」

「大丈夫だよ」

　二人とも薄着になって寝袋に潜り込む。なんとなく可笑しくなってクスクス笑っていると、温かい掌で髪の毛を撫でられる。その手が肩から二の腕までを撫で下ろし、由紀の全身を布越しに弄っていく。

　曲線を確かめるように、ウエストからヒップまで降りてきた手が足の間に入り込んで指で軽く押されると、湿った秘所から微かな悦びが生まれ甘い吐息が漏れる。

　またギューッと抱き締められて、由紀はなすがままになって真祐の体にもたれかかった。

「由紀……したい。でも、寝なくちゃいけないね」

「真祐さん、今夜は我慢してください。帰ったら……」

　由紀はウトウトしながら話していたが、途中で寝落ちしてしまった。




　朝早くに目覚めて身じろぎをすると、真祐も目を覚ましたようだ。軽くキスをされ、犬みたいに耳元に鼻を押し付けられる。

「や、くすぐったい」

　髪の毛を撫でられ、首筋にキスが落ちてくる。背後から体を重ねられ首やその付け根を吸われ、甘い痺れに腰が揺れる。耳朶を吸われ身をよじり小さく喘ぐ。Ｔシャツの裾から入ってきた指がスポーツブラを上にずらせて直に揉みしだく。

「あぁ……っ……まひろさ……っ、ダメッ」

「由紀……」

　まだ半分寝ぼけているのかもしれない？　腕を剥がし体を反転させて向き合えば、瞼をトロンとさせた真祐が微笑んでいる。

「もうっ！　だめです」

　口を尖らせて怒ると、唇が喰まれ激しく吸われる。

「ふぁ……っ」

　温かい粘膜が擦れ、キスだけなのに、気持ちよくて体が蕩けそうになる。小さな水音を立ててキスは続き、無意識に互いの体を弄り合う。

　その後……二人は動きを止めて荒い息を鎮めていた。

「……っ、真祐さん、私、顔を洗いたくて起きたのに、こんな……」

「由紀が欲しくてたまらないのを昨夜も我慢していたからかな。顔を洗うの、俺も一緒に行こうか？」

「ううん、一人で大丈夫。だって……真祐さん」

　ボクサーパンツの前が大きく膨れているので、これでは外は歩けないだろう。由紀がそれを指摘すると、真祐は掌で顔を隠しながら、恨み言を口にする。

「俺をこんなにしたのは由紀なんだけど」

「あっ……ごめんなさい」

「謝らなくていいよ。マンションに帰ったら、一晩中俺の好きにさせてもらうから」

　笑いまじりに真祐から熱い眼差しを向けられて、由紀は一瞬ドキッとした。

「……えっ？」

「楽しみにしておいて。ほら、行っておいで」

　由紀はテントから出ると、大きく伸びをして深呼吸をした。高地特有のひんやりした空気が火照った肌を心地よく冷ましてくれる。早朝のキャンプ場には朝霧が立ち込めているが、山の向こうから朝日が顔を出す寸前の眩い光を放って清々しい。

「はー、やっぱり空気がおいしいなぁ」

　のんびりと洗面所に行くと、運の悪いことに秋川とその連れの女性がいた。せっかくのいい気分が台無しだ。

　引き返すのはあからさまでよくないと思い、由紀は挨拶をして顔を洗い始める。

　身だしなみを終えて戻ろうとすると、秋川と連れの女性が聞こえよがしに会話を始めた。

「こんなスタイルも顔も平凡な女のどこがよかったのかしら」

「やっぱり……アチラが上級者なのかもしれないわよ。だからコロッと騙されたとか？　彼も結局、ただの男だってことよ」

「やだ〜」

　そうして二人でゲラゲラと笑い合っている。口調には品がなく、悪意しか感じられない。

　彼女達とこれから会うことも無いだろうから、自分のことを色々言われても気にならないが、真祐を侮辱するようなことを言われて、由紀は黙っていられなくなった。

　立ち止まり、秋川を正面から見据える。

「あの、確かに私はスタイルもよくないですし平凡な顔をしていますけど、真祐さんを悪く言うのはやめていただけますか」

「あら、別にあなた達のことを話していたんじゃないわよ。自意識過剰なんじゃない？」

「この場面でその言い訳は通用しないと思いますけど。秋川さん、何が気に入らなくて私にいちゃもんをつけるんですか？」

　由紀は普段から感情の波があまり無い穏やかな性格だ。しかし、真祐のためなら売られた喧嘩を買うことは厭わない。淡々と物申す由紀に、秋川がヒートアップしてきた。

「何よ偉そうに！　私なんて神坂さんが好きで三年も待ったのに、ようやく帰ってきたと思ったらあなたみたいなつまらない女に横取りされるなんて……っ！」

「何年好きだったんですか？」

「え？」

「秋川さんの言い分だと、長く想い続けた人が偉いみたいに聞こえますけど、真祐さんを何年想い続けていたんですか？」

「なんなのこの娘……四年間もよ！　あなたなんて、出会って数週間でしょうが！　いったいどんな手を使ったんだか……」

　秋川の答えに、由紀は淡々と物申す。

「私は物心ついた頃からずっと真祐さんが好きでした。異性としてはっきりと意識し始めたのは中学生の頃でしょうか……。でも、想っていた年数なんて関係ないと思います。大切なのは、お互いを大切に想い尊敬する心じゃないでしょうか？」

　由紀が言葉を終えると、秋川とその連れは強張った顔で立ち尽くしている。

　真祐からは同期のアシスタントという認識しか持たれていなかったにも関わらず、どういう訳か真祐に愛される資格があるように勘違いしていたことを恥じているのだろうか？

「それでは、失礼します」

　静かになった二人を置き去りに、由紀は真祐が待つテントに戻って行った。




　キャンプが解散となり、野島に送ってもらい二人はマンションに戻った。昨日は汗をかいたのに風呂に入っていないからシャワーを浴びたいと思っていたのだが、玄関のドアを閉めるなり真祐に抱きすくめられる。

「由紀、抱きたい」

「でも、シャワーを……」

「後で」

　有無を言わせない動きで、引きずられるように寝室に向かう。

　ベッドの上掛けが外されてベッドに倒れ込むと、すぐさま唇が塞がれて性急に舌が入ってくる。唇全体を何度も喰まれ、息まで奪われそうな深く長いキスが続く。

「ん、ふぅ……っ」

　ジャケットが脱がされ、Ｔシャツも頭からサッと抜き取られた。

「真祐さん？」

「由紀が野島と話している時でさえ、俺のそばに引き寄せたくて我慢するのが難しかった。どうしてだろうな、由紀に近づく男全部を排除したいと思うのは」

「……私も」

「由紀？」

「秋川さんに絡まれたけど、真祐さんの苗字でさえ彼女の口から出して欲しくないって思っちゃった。私も嫉妬深いです」

「また何かされたんだね？　彼女の言ったことを覚えているかい？」

　由紀は朝の出来事を簡単に説明した。売られた喧嘩を買ったことは伏せていたのだが、真祐は首を傾げて問い掛ける。

「あんなにしつこい人が由紀の言葉に黙り込むって……由紀は彼女に何を言ったんだ？」

　真祐に話すのは恥ずかしかったけれど……由紀は顔を赤らめて説明する。

「その……秋川さんは真祐さんに四年間片想いをしていたらしいです。私が帰国後の真祐さんと出会ってすぐに恋人になったと勘違いして、片想いの期間でマウントを取ってきたので、私も同じことをしました。私、ちょっと卑怯だったかも」

「なんで卑怯なんだ？」

「だって、物心ついた時からずっと真祐さんが好きで、恋だと自覚したのは中学生の頃なんだもん。それを秋川さんに自慢するなんて、卑怯じゃないですか？」

「そんなこと無いよ」

　そう言うと、真祐がニッと笑って唇を塞ぐ。噛み付くような荒々しいキスをされて、これが男性の本気なんだと気がついた。今まで、壊れ物を抱くように接してくれていたということもわかる。

（全力で抱かれたら、私はどうなるんだろう）

　不安よりも興味が湧いてきて、真祐の必死な姿を全身で感じたいと思った。

　荒々しいキスを落としながらブラ越しに胸を弄られる。柔らかい素材のスポーツブラだから、乳房の先端が擦られると気持ちいいけれど、どこかもどかしい。もっと直に触って欲しくて、由紀は真祐の手首に触れた。

　動きが止まった一瞬、唇を離して囁く。

「あの……ね、裸になりたい。直接触って欲しいの」

「わかった。由紀、腕を上げて」

　言われた通りにすると簡素なスポーツブラを頭からサッと脱がされ、すぐにショーツも下げられる。真祐も全てを脱ぎ捨てて、素肌をピッタリ合わせて抱き合うと、温かさに包まれて吐息が漏れた。

　真祐の心臓の音が自身の鼓動と重なり、まるで肌が溶けて二人が混ざり合うような感覚に陥りそうだ。

「由紀の肌、気持ちいい。どこにも行かずにずっとこうしていたい」

「……私も」

　唇が塞がれ夢中で応えていると、乳房が直に弄られ先端が指で擦られて気持ちよさにジワジワと愉悦が込み上げる。

　首筋から鎖骨までを舌でなぞられて肩がビクビクっと震える。両腕を取られ、万歳をするみたいな形にされると、脇に吸い付かれ思わず声がもれた。

「あっ！」

「由紀の匂いにクラクラする。そんなの全然わかってないだろう？」

「そんな……っ、恥ずかしい」

　鼻先をつけて大きな息をする真祐の髪の毛を触りたいけれど、バンザイをしているからだめかしら？　そんな些細なことを気にしていると、舌全体で脇を舐められて背中に愉悦が走る。

「……ぁあっ！」

「由紀、かわいい……」

　乳房を喰まれ、乳輪の突起を舌先で撫でられる。赤く尖る先端を舌先で突かれ身を捩る。

　もどかしい愛撫に身悶えしていると、先端がいきなり熱い口腔に包まれ、由紀は甘い吐息を漏らした。

「あぁ……」

　真祐は由紀の片方の乳房の先端を摘みながら囁く。

「普段は薄いピンクなのに、興奮すると色が濃くなるんだよな。それに、こんなに硬く勃って……由紀はエッチだなあ」

　笑顔の真祐の眼差しは、どこか淫らな光を放ち由紀の反応の全てを見逃すまいとする。

「そんなこと、な……っ、あぁっ！」

　乳輪ごと強く喰らいつかれ、激しく吸われ嗜虐的な戯れに背がしなる。もう片方の乳房も同じように愛撫され、由紀はシーツを握りしめて喘いだ。

　真祐の手はさらに下に伸び、ウエストを軽くなぞり平たいお腹を滑る。乳房への愛撫とは打って変わり、優しく肌を滑る指の曖昧なタッチに焦らされて、由紀は身悶えしそうだ。

　あともう五ミリ、指が進んでくれたら気持ちいいのに、今日の真祐は意地悪だ。

　襞の奥にある硬い蕾を指が掠めて、甘い刺激に腰がビクッと跳ねる。

「あっ……！」

　時折与えられる快感に悦びの声をあげる。物欲しそうに腰が揺れ、目尻に涙が滲む。そんな由紀の反応を楽しむように見つめる真祐と目が合い問い掛けられる。

「由紀、欲しい？」

「……っ、真祐さん、今日は変です。急に激しくしたり、焦らしたり……何だか、意地悪みたい」

「意地悪か？　今日は疲れ切って眠るまで、由紀とグチャグチャになろうと思っているだけだよ。いいだろう？」

「え、だって今……」

　今は午後二時くらいだから、眠るまでには随分時間がある。昨夜と今朝テントの中で我慢をし続けたから、その反動なのだろうか？

（私にそんな体力あるかなぁ）

　若干、恐怖に震えながらも、いつもよりも艶っぽい真祐の『提案』に、背中がゾクゾクッと期待で震えてくる。

「でも……真祐さん、私はもっと欲しいの。気持ちよくして……欲しい」

「イキたい？」

「……イキたい」

　恥ずかしいセリフがスラスラと口をついて出てくる。見つめ合っていた真祐がニッコリと笑って唇を塞ぐ。

　噛み付くようなキス。蜜が溢れた襞を長い指が滑り、愛液に塗れた硬い尖りを丸く撫でる。優しく、時に強く、尖りが赤く腫れ快感と痛みの両方を由紀に与える。

「あっ……あぁん……っ、あ、あぁッ！」

　鋭い刺激に腰が揺れて制御できない。グチュグチュと卑猥な水音が耳をかすめ、由紀は子供のように首をイヤイヤと振ってシーツを握りしめた。

「あぁ……っ！　あ、ひ……ぃ……っやぁ……ん」

　刺激がマックスに届いたその時……尖りを指で強く押されて、痛みにも似た激しい快感に堪えきれず、由紀は背を反らせて達した。

「ぁや……っ！　あぁぁーーーッ！」

　弛緩した体を抱き締められても返す力がまだ戻ってこない。深く甘いキスを与えられ息をするのがやっとだ。

　髪の毛を撫でる手が優しい。頬や首筋、肩から腕までを撫で下ろされて、由紀は閉じていた瞼を開く。気遣うように見つめられて由紀は微笑んだ。

「由紀、大丈夫か？」

「う……ん、大丈……夫」

「今のは序の口だけど、もっと由紀とグチャグチャになっていい？」

　達したばかりだけど、まだ真祐は中に入ってくれていない。もっと感じたいし、好きにされたい。真祐の本気を感じたい。だから、由紀は手を差し伸べた。

「真祐さん、もっと……して」

「いい子だ」

　首筋を強く吸われチクッと痛みを感じる。真祐の息が荒々しくなるのを耳元で感じながら、由紀は求められる悦びを全身で感じていた。

　乳房を揉まれ先端を舌で転がされ、強すぎる刺激に自然と涙が滲むけれど、次第に快感が勝っていく。

　今日の行為は由紀の経験値を遥かに超えて、真祐に付いてくのがやっとだけれど、脳が快楽物質に支配されて、もっと、もっと……と求めてしまう。

　強い刺激を与えられて、乳房の先端は赤く腫れ上がり、感覚がますます敏感になっていく。先端を甘噛みされ身を捩り、無意識に逃げようとして肩を掴まれ、首筋に跡が付くくらいの強さで吸い付かれる。

　荒い息が鼓膜を震わせ、首から耳朶への刺激が快感となりゾクゾクッと愉悦が走る。

「あ、やぁ……っ、あぁん、あ、あぁぁッ！」

　絶対に危ないことはしない。それをわかっているけれど、圧倒的な力と体力の差を見せつけられて、由紀の胸に原始的な恐怖と甘い期待が同時に湧き上がってきた。

　襞を撫でていた指が、クチュン……と蜜口から滑り込み、狭い中を広げていく。何度も中壁を擦りながら抽送され、痛みとは違う鈍く甘い感覚に自然と声が漏れる。

「あんっ……ぁあ……っ」

　浅い場所を増えた指で小刻みに行き来されると、愉悦が込み上げ腰が競り上がる。

　中壁が指を締め付けているのがまざまざと感じられるけれど、自分では止められない。怖いくらいに感じすぎて真祐の腕にしがみつく。

「……っ、真祐さんっ」

「すごく締まってる。由紀、ここが好き？」

「わ、わからない……っ。けど、真祐さん、あっ……あぁ……ッ！」

　浅い膣壁でクイッと指を曲げられ思わず大きな声が出る。腰の痙攣が止まらない。首がのけぞり顎が上がり、腕を掴んだ指の関節が白くなるほど力がこもる。

　中の指が外され真祐が避妊具を付ける気配に身を起こす。赤く怒張した太く長い屹立が膜に覆われている様に見入ってしまう。これからアレが自分の中に入ってくるのだと思うと、甘い欲情に鼓動が激しくなるのを感じる。

「由紀」

　肩を優しく押され、横たわった由紀が手を差し伸べると、真祐が覆い被さってくる。

　屹立に手を添え、赤く滑る蜜口に円を描くように擦り付ける。愛液に塗れた蜜口が滑りピクつく。さらに花弁まで擦られ、由紀の背中にゾクゾクッと愉悦が走った。

「……ぁあ……っ」

　由紀の中から溢れた愛液にゴムが滑り、グチュグチュと淫靡な音を奏でる。

「由紀、入れるよ」

　熱い眼差しを向けられて、真祐の顔に見入ってしまう。互いに目を合わせたままで屹立が蜜口から押し入ってくる。

　メリメリと音が聞こえそうなくらい大きなモノが入ってくるのを、唇を噛んで受け入れる。

　膣中が蜜で溢れているからか、スムーズに入ってくるけれど、その重量や容量が記憶よりも大きく思えて由紀は顎を仰け反らして喘ぐ。

「……っ、はぁ……っ」

　内臓が押される感覚を目を閉じて味わう。まるで、体の中に隙間など全く無いみたいに、真祐の剛直の大きさがまざまざと感じられる。

「あぁ……由紀の中、キツくて気持ちいいよ」

　全部が収まった時の圧迫感が強くて、由紀は大きな息を吐いた。それを見た真祐が笑いながら腰を揺らせて奥を軽く突く。

「……んあっ」

　軽く突かれただけなのに、思いの外感じて声が出てしまった。恥ずかしさに瞼を閉じると、由紀の表情から気持ちを読み取ったのか、真祐が耳元で優しく囁いてくれる。

「感じやすい由紀が好きだよ。もっと気持ちよくなって欲しい」

「……っ、はい」

　腰が大きく引かれ、グン！　と突き上げられ、繋がった場所から甘い快感が体に広がっていく。何度もそれを繰り返されると中壁が剛直を逃すまいと絡みつく。蜜がとめどなく溢れ、甘い歓びに体が震えだす。

　突かれるたびに、意図せず声が漏れる。

「あッ！　はぁっ……ぁっ……あぁ……っ！」

　互いに夢中で粘膜を擦り合い、汗だくで体を絡ませて喘ぐ。浅い中を小刻みに突かれ中壁が剛直をきつく締め付ける。

　真祐の額を流れた汗が由紀の胸にポタンと落ちる。互いの体の全てが混ざり合って欲しい……由紀はそんなことを願っていた。

　腰を押し付けられ、楔が奥を突き隘路が戦慄く。腕を伸ばし真祐の硬いヒップを掴むと中で屹立がビクッと震えるのがわかった。

「由紀、気持ちいいよ。もっと俺に触って」

「……もっと？」

　真祐の言うとおりに固いヒップを掴み揉むように指を動かすと、ヒップがビクビクッと痙攣して真祐がため息を漏らす。

「ああ……由紀、気持ちいい」

　悦ばれるとこちらも嬉しいものだから、盛り上がったヒップと足の境界を指でなぞると、膣中の剛直が震えたのが感じられた。自分の手で真祐を感じさせることができるのが嬉しくて、もっと真祐に感じて欲しいと思ったのだが……由紀の手を真祐が止める。

「由紀に触られるとすぐにイキそうになるから、それくらいにしておこうか？　そろそろ限界……かな。激しくしたい」

　由紀の手を取った真祐が目を細めて甘く微笑むと、腰を大きく引き、ズ……ン！　と最奥が突き上げられる。

「んぁッ！」

　子宮口に届きそうなほどの深さまで何度も昂りを穿たれ、中壁が甘くわななく。内襞が硬い楔にしがみ付き締め付けるのを感じる。

　浅い息を繰り返し、由紀は目を閉じて激しい悦楽を貪った。

「あっ、あっ、あぁッ！　……まひろさ……んっ、あッ！　ぁやぁ……っ」

　衝撃に揺れる乳房が掴まれ、大きな掌で揉まれると形を歪ませていく。

　喘ぐ由紀の唇にキスが落とされる。舌が差し込まれ、由紀は自ら舌を絡ませてそれにしゃぶりつく。

「んっ、んっ……んんっ……んふ……、ふぁ……」

「可愛い由紀……愛してるよ……何があっても離さない」

「ん……っ、真祐さ……ん、私も愛してる。絶対に離さないで……」

　愛の言葉に胸がジン……と熱くなる。由紀も自然と同じ言葉を口にしていた。

　埋め込まれる楔は、さらに硬く容量を増したように感じられ、内襞が善がり絡みつく。

「ああ……」

　真祐が感極まった声を上げ、さらに激しく突き上げる。

「ぁあんッ！　あっ、あぁ……っ」

　突かれるたびに由紀は甘えた声で喘ぎ、逞しい二の腕にしがみ付き歓びに声を震わせる。腰を引かれると、これ以上は無理なほどに大きく硬くなった剛直に中壁が絡みつき、離すまいとしがみつく。今まで、これほど激しく乱れたことなど無かったほどに、由紀は真祐の下で制御できない体をくねらせて喘き続ける。

「はぅ……っ、はぁ……ん……ッ！　あぁ……ん」

　剛直を抜く寸前まで腰が大きく引かれ、またグイッ！　と中を抉られながら最奥まで突き上げられる。甘ったるい愉悦に塗れて、息をすることさえ忘れそう。由紀は顎を反らせて浅い息を吐く。もう一度、子宮口まで届きそうなほどに突かれたその瞬間、強い衝撃に頭が真っ白になる。息を奪われるような衝撃に、声を出すことすら忘れてしまいそうだ。

　そのまま腰をグラインドされ、切っ先を押し付けられ、中壁がそれを締め付けてまとわりつく。

「ぁあ……っ……あぁぁーーー！」

　鈍い痛みにも似た愉悦にまみれ……やがて、由紀は絶頂に達した。




「由紀」

　ハッと気がついて目を開くと、真祐が心配そうにこちらの顔を覗き込んでいた。

「まひろさ……ん、私、寝てた？」

　そう言うとプッと吹かれ髪の毛をクシャクシャっと乱される。

「くくっ……！　由紀は本当に可愛いなぁ。寝ていたって言うよりは、一瞬気絶していたんだと思う。目を開かなかったらどうしようって慌てたよ」

「あ、そうか。頭が真っ白になっちゃって……」

「これからは由紀に負担を掛けすぎないように気を付けるよ。ごめん」

「いいえ！　慣れてきたら大丈夫だと思う……けど。あの、気を付けるとか言わないで、荒々しいのも好きかも……もし、ダメな時には合図をするから……」

「由紀……」

　真祐の表情から余裕が消え、いきなり由紀の上に覆い被さりキスが落ちてきた。舌を激しく吸われ、持っていかれそうな恐怖を一瞬感じるが、二の腕をギュッと握ると力が弱まり。優しいキスに変わっていく。舌を深く絡ませて、甘いキスはいつまでも続き、二人の寝室に夜の帳が落ちていくのだった。




　その後、九月の終わり近くの吉日に、二人は婚姻届を提出した。

　婚姻届を提出する前日、まずは由紀の両親に結婚の許しを乞うために真祐と実家に帰った。

　二人で手を繋いで実家に帰ったものだから、出迎えた母が目を丸くして招き入れる。

　勘のいい母はすぐにピンときたらしく、リビングにいた父に声掛けをした。

「お父さん、由紀が真祐くんを連れてきたわよー、入ってもらうね」

　母の軽い対応に調子抜けするも、言われた通りに真祐とリビングに向かう。その際母が真祐にコソッと耳打ちをした。

「お隣にはもう行ったの？」

「いえ、まずはおじさんのお許しをもらってからと思って……」

「そう？　じゃあいっそのことウチに呼んじゃう？」

「お、お母さん？」

　かくして……いきなり両家が由紀の実家のリビングに集合しての結婚報告となってしまった。普通ならありえないことだが、何せ両家が仲良しなので、ぶっちゃけ手間が省けてよかったのかもしれない。

　互いの実家が隣同士なので、由紀を猫可愛がりしていた父も『嫁にやる』的な悲壮感は無く、相手が真祐でよかったと安心感の方が強いようだ。




　お隣のおじさんとおばさんは、やって来るなり満面の笑顔で真祐の背中を叩く。

「真祐！　よかったなあ。苦節ウン十年、ようやく由紀ちゃんを嫁にできるなんて、お前本当に執念深いよな」

　もう少し別の言いようがあると思うのだけれど……真祐は何を言われても笑っているので由紀はホッとした。結局、「娘さんをください」的なセリフを言う必要もなくて、由紀の父までもが涙目で「よかったな！」と真祐の肩を叩くのだった。

「お父さんは前からわかっていたよ」と両家の父が口を揃えて真祐に言うのもおかしな話だ。

「私だってずっと真祐さんを好きだったのに、真祐さんだけ私に片想いをしていたみたいに聞こえない？」

　母に淹れてもらった紅茶を飲みながら由紀が物申すと、両家の母が「わかっているわよ」的な眼差しを向けてくる。

「由紀の気持ちもダダ漏れだったけど、何せ真祐くんの方が深刻だったからね。由紀は天然で色々自覚が足りない子だから、私は内心でハラハラしたのよ。まぁ……ここまで誰とも交際しなかったのは多分、真祐くんと結婚する運命だったのね。でも由紀、言っとくけど彼の愛は重くて深いよ。覚悟はできているんでしょうね？」

　恐ろしいことを実母に言われ、由紀は真祐を見上げて問い掛ける。

「真祐さん、お母さんの言うことに思い当たる節はある？」

「あるよ」

「どの辺りが思い当たるの？」

「ん？　全部」

　爽やかな笑顔で答えられて、由紀は理由のない不安にかられる。しかし、愛が重くて深いのであれば、それを自分が受け止めればいいだけのことだ。

　由紀は割と人生には楽観的なのだ。

「ん、まぁいいか」

　由紀が持ち前の明るさでそう言い、二人は顔を見合わせて笑い合った。こうして……二人の長い片想いは終わりを告げたのだった。
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あとがき








　こんにちは。または初めまして！　連れん城じょう寺じのあと申します。

　最後までお読みいただき、ありがとうございました。

　今作は、両片想いの主人公達が再会してラブストーリーが始まります。

　真面目で可憐なヒロインは少しばかり天然なので、ヒーローは長年アプローチに苦労していました。そこで思いついたのが、ヒロインにある『淫らな』お願いをすることで……ヒーローを以前から好きだったヒロインは、迷いつつもその願いを聞き入れるのでした。

　今回、濃密ラブルージュさまで初めて書かせていただき、担当さまには大変お世話になりました。改稿の際のコメントが的確でとても参考になりました。

　イラストを描いてくださったのは千ち影かげ透とお子こ先生です。大好きなイラストレーターさまなので、完成が楽しみです。

　最後になりますが、この作品に関わってくださった全ての皆さまにお礼申し上げます。

　そして読者さまにも心からのお礼を申し上げます。今作が皆様の楽しみの一つになりますよう願っています。






連城寺のあ










【著者紹介】

四国在住の水瓶座Ａ型。さほど広くない家で、かくれんぼをする愛猫を探すのが日課です。
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再さい会かいした年とし上うえ幼おさな馴な染じみの滾たぎる独どく占せん愛あい欲よくから逃にげられないようです!?
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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